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華
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法
華
経
と
『
大
智
度
論
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
古
来
、
沢
山
な
学
者
に
よ
っ
て
研
究
が
さ
れ
来
っ
て
い
る
。

『
大
智
度
論
』
は
竜
樹

造
、
鳩
摩
羅
什
訳
出
と
し
て
伝
え
ら
れ
、

『
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
経
』
に
対
す
る
逐
語
訳
の
型
を
と
っ
て
い
る
が
、

『
大
智
度
論
』
が
そ
の

ま
ま
す
べ
て
、
竜
樹
に
よ
っ
て
密
か
れ
た
も
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
さ
え
、
疑
問
が
持
た
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

( 1 ) 

す
な
わ
ち
、
干
潟
竜
祥
教
授
は
『
大
智
度
論
』
の
内
容
を
検
討
し
た
結
果
、

A
、
竜
樹
の
言
と
は
思
わ
れ
な
い
も
の
。

ω明
か
に
竜
樹

の
言
で
は
な
く
、
訳
者
羅
什
の
言
と
思
わ
れ
る
も
の
、

ω
「
明
か
に
」
と
ま
で
は
云
え
な
く
と
も
、

「
恐
ら
く
」
竜
樹
の
言
で
は
な
く
羅

什
の
言
と
思
わ
れ
る
も
の
。

B
、
こ
こ
は
竜
樹
の
言
に
相
違
な
い
と
い
う
特
色
の
は
っ
き
り
し
て
い
る
も
の
で
、
竜
樹
以
外
の
者
少
く
も

印
度
外
の
羅
什
の
如
き
者
の
言
と
は
思
わ
れ
な
い
も
の
。

c、
こ
れ
は
A
で
は
な
い
、
然
し

B
と
す
べ
き
特
色
も
見
ら
れ
な
い
部
分
、
即

ち
何
れ
と
も
特
色
の
明
か
で
な
い
部
分
、
こ
こ
は
致
し
方
な
い
か
ら
伝
の
通
り
竜
樹
の
も
の
と
し
て
お
か
ざ
る
を
得
な
い
も
の
。
と
い
う

よ
う
に
分
類
し
、
漢
訳
に
際
し
羅
什
が
加
筆
し
た
部
分
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
、
な
ど
で
あ
る
。

『
大
智
度
論
』
を
訳
出
し
た
翌
年
に
『
妙
法
華
経
』
を
訳
出
し
た
羅
什
の
態
度
と
し
て
は
、
こ
の
両
者
に
対
す
る
関
連
を
見
る
こ
と
が

出
来
る
の
で
あ
る
が
、
も
し
然
り
と
す
れ
ば
、
竜
樹
と
法
華
経
と
い
う
関
連
で
は
一
考
を
要
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
鑓
ハ
望
月
〉
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『
大
智
度
論
』
の
中
に
引
用
さ
れ
て
い
る
法
華
経
の
語
句
の
引
用
に
つ
い
て
の
研
究
は
す
で
に
行
な
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

今
は
、
こ
の
両
者
の
関
連
を
し
ら
ベ
、
更
に
覚
文
法
華
経
に
お
け
る
表
現
を
摘
し
、
そ
れ
に
よ
り
『
大
智
度
論
』
が
見
た
法
華
経
、
法
華

経
の
説
示
を
ど
の
よ
う
に
『
大
智
度
論
』
が
と
ら
え
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

〔
許
巴ハ
1）

干
潟
竜
祥
「
大
智
度
論
の
作
者
に
つ
い
て
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
七
ノ
乙

1
t
2
0
こ
の
外
塚
本
啓
祥
教
授
は
、
そ
の
論
文
の
中
で
、
ラ

モ
ッ
ト
教
授
の
説
を
詳
細
に
一
且
っ
て
紹
介
し
て
い
る
。
「
大
智
度
論
と
法
華
経
」
ハ
坂
本
幸
男
調
『
法
華
経
の
中
国
的
展
開
』
〉
六
四
O
t六
五
七
。

ハ2
〉
『
大
智
算
論
』
訳
出
は
後
泰
弘
始
四

t
七
年
、
『
妙
法
華
経
』
訳
出
は
挑
泰
弘
始
八
年
と
せ
ら
れ
て
い
る
。

（3
）
『
大
智
度
論
』
と
法
華
経
に
関
し
て
の
論
究
と
し
て
、
山
川
智
応
『
法
華
思
想
史
上
の
日
蓮
聖
人
』
四
三
七

t
四
回
目
、
勝
呂
信
静
「
イ
γ
ド
に

お
け
る
法
華
経
の
注
釈
的
研
究
」
ハ
金
倉
円
照
編
『
法
華
経
の
成
立
と
展
開
』
〉
三
六
五
l
三
七
回
塚
本
啓
祥
「
大
智
度
論
と
法
華
経
」
〈
坂
本

幸
男
編
『
法
華
経
の
中
間
的
展
開
』
〉
六
一
－

t
六
六

O
、
等
が
あ
る
。

( 2 ) 

2 

ω
『
大
智
度
論
』
巻
七
に
は
、

復
次
有
下
諸
仏
無
＝
人
請
者
－
。
便
入
－
－
浬
柴
－
而
不
申
説
法
ム
。
如
＝
法
華
経
中
多
宝
世
尊
－
。

宝
塔
o
証
レ
説
＝
法
華
経
－
故
。
一
時
出
新
》

無
三
人
請
－
故
便
入
ニ
浬
集
－
。
後
化
仏
身
及
七

と
あ
る
。
こ
れ
は
『
大
品
般
若
経
』
の
「
能
請
無
量
諸
仏
」
の
句
を
釈
し
た
も
の
で
、
請
う
の
に
は
二
種
が
あ
る
と
し
、

一
は
仏
の
初
成

道
の
時
で
、
二
は
諸
仏
が
無
量
の
寿
命
を
捨
て
て
浬
擦
に
入
ら
ん
と
欲
し
た
時
だ
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
諸
仏
が
目
前
に
い
る
時
は
請
え

る
が
目
に
見
え
な
い
時
は
詩
え
な
い
と
し
、
諸
仏
の
法
は
必
ず
応
に
説
法
し
て
広
く
衆
生
を
度
す
ベ
し
、
請
う
と
請
わ
ざ
る
と
に
せ
よ
、



法
と
し
て
自
ら
応
に
繭
る
ベ
し
、
何
を
以
て
か
請
う
を
須
た
ん
や
、
と
の
質
問
に
対
し
て
、
諸
仏
は
必
ず
説
法
し
、
人
の
請
を
待
た
ず
と

難
も
、
請
う
者
は
亦
応
に
福
を
得
べ
し
、
請
う
者
な
き
場
合
は
浬
柴
に
入
る
と
語
っ
て
多
宝
如
来

HMgσFロ
g
g
g刷
WI
gs
sa”
に
言

及
し
た
も
の
で
あ
る
。

『
大
智
度
論
』
の
多
宝
如
来
へ
の
言
及
は
要
旨
を
語
っ
た
も
か
，
が
あ
る
が
、
妙
法
華
経
に
よ
る
と
、
多
宝
如
来
は
、

於
ニ
宝
塔
中
一
坐
－
一
師
子
座
－
。
全
身
不
散
如
ν
入
－
一
禅
お
ぜ

と
表
現
さ
れ
、
仏
と
成
り
減
度
し
た
後
、
十
方
の
国
土
に
お
い
て
法
華
経
を
説
く
処
あ
ら
ば
、
わ
が
塔
廟
は
こ
の
経
を
聴
か
ん
が
た
め
の

故
に
涌
現
し
て
、
た
め
に
証
明
を
な
し
て
讃
め
て
善
哉
と
い
わ
勺
》
と
の
普
願

u
g
t
s官
”
を
作
し
、
多
宝
如
来
の
身
体
を
人
に
示
さ

内

sv

ん
と
す
る
時
、
そ
の
時
の
仏
は
分
身
仏
を
十
方
世
界
か
ら
集
め
よ
、
と
の
普
願
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
党
文
法
華
経
は
こ
れ
に
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( 3 ) 

関
し
て
、
多
宝
如
来
は
、

（
獅
子
座
に
坐
り
、
足
を
く
み
、
四
肢
は
干
か
ら
び
、
全
身
は
不
散
で
、
禅
定
に
入
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
た
。
〉

そ
う
と
欲
す
る
時
に
は
、

で
あ
っ
た
と
し
て
、
法
華
経
が
説
か
れ
る
時
、
そ
の
時
に
多
宝
塔
が
出
現
し
、
善
哉
と
－
証
明
し
、
諸
仏
が
多
宝
如
来
の
身
体
を
四
衆
に
示

円

7
v

十
方
世
界
の
如
来
の
分
身

g
p酬
明

ω
g占町四
S
F”
を
集
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
て
、
四
肢
が
干
か
ら
び
全
身
不
散
で
あ
る
と
い
う
時
、
そ
れ
は
全
身
の
舎
利
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
減
度
し
た
仏
で
あ

る
こ
と
に
な
る
。

『
大
智
度
論
』
に
よ
り
「
使
入
浬
梁
」
と
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
法
華
経
が
説
か
れ
る
時
、
浬
擦
の
後
で
あ
っ

て
も
、
哲
願
に
よ
っ
て
出
現
し
証
明
法
華
経
す
る
と
い
う
か
ら
、
多
宝
如
来
は
入
混
架
し
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
塔
の
中
か
ら
音
声
を

『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
握
（
望
月
〉
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放
っ
て
大
衆
に
呼
び
か
け
て
い
る
か
ら
、
現
在
し
て
い
る
仏
陀
で
あ
る
、
と
も
考
え
ら
れ
る
。

「
減
度
之
後
」
と
妙
法
華
経
が
訳
出
し
て

党
文
法
華
経
は
前
世
に
お
い
て
菩
薩
行
を
修
行
し
た
が
、

は
、
決
し
て
無
上
等
正
覚
に
達
し
な
か
っ
た
、
v

と
し
て
い
る
か
ら
、
妙
法
華
経
、

い
る
の
に
対
し
、

教
菩
麓
法
仏
所
説
念
の
妙
法
蓮
華
の
法
門
を
聞
か
な
い
間

「
使
入
浬
襲
」
と
し
た
『
大
智
度
論
』
と
は
異
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
干
か
ら
び
全
身
不
散
と
い
う
時
、
実
質
的
に
は
浬
擦
を
意
味
す
る
か
ら
、
妙
法
華
経
が
い
う
哲
願
力
、
焚
文
法
華
経
の
い

う
法
華
経
を
聞
く
ま
で
、
と
い
う
働
き
が
現
在
し
て
い
る
仏
と
い
う
窓
に
つ
な
が
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
活
動
せ
ず
し
て
、
し
か

も
現
在
し
て
い
る
仏
、
法
身
仏
た
る
多
宝
如
来
を
表
現
し
た
こ
と
を
示
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
妙
・
党
両
法
華
経
と
も
法
身

仏
の
何
た
る
か
、
多
宝
如
来
が
法
身
仏
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
、
言
明
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

『
大
智
度
論
』
は
、
仏
法
は
等
し
く
衆
生
を
観
て
、
貴
な
く
賎
な
く
、
軽
な
く
重
な
く
、
人
の
請
う
者
あ
ら
ば
、
そ
の
請
の
た
め
の
故

雄
一
一
一
衆
生
不
ν面
－
－
詩
仏
－
。
仏
常
見
－
－
其
心
一
亦
閲
－
－
彼
請
－
。
仮
令
諸
仏
不
レ
閲
不
ν見
。
請
ν
仏
亦
有
一
－
福
徳
－
。

( 4 ) 

に
、
使
ち
た
め
に
法
を
説
く
と
し
、

と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
仏
法
が
請
に
応
じ
て
法
を
説
く
こ
と
あ
る
を
示
し
て
い
る
が
、
仏
法
が
法
を
説
く
こ
と
そ
れ
は
法
身
仏
の
説

法
で
あ
り
、
多
宝
如
来
が
そ
の
よ
う
に
理
解
せ
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
衆
生
は
目
前
に
仏
を
見
な
く
と
も
、
仏

に
説
法
を
請
う
心
が
大
切
な
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
ら
、
仏
が
法
と
し
て
遍
在
す
る
こ
と
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

ω
『
大
智
度
論
』
巻
九
は
、

如
－
－
大
月
氏
西
仏
肉
普
住
処
園
、

一
仏
図
中
有
＝
人
頼
風
病
－
。
来
＝
至
適
吉
菩
薩
像
辺
、

一
心
自
帰
＝
念
遍
吉
菩
薩
功
徳
－
。
顕
除
＝
此

病
－
。
是
遍
吉
菩
瞳
像
。
即
以
＝
右
手
宝
奨
光
明
－
。
摩
－
一
其
身
一
病
即
除
愈
。
復
一
国
中
有
＝
一
阿
蘭
若
比
丘
、
大
読
－
－
摩
詞
祈
－
。
其
国



王
常
布
レ
髪
令
－
一
括
ν
上
而
過
－
。
有
三
比
丘
－
語
レ
王
言
。
此
人
摩
詞
羅
不
－
－
多
読
P
経
。
何
以
大
供
養
如
レ
是
。
王
言
我
一
日
夜
半
欲
ν見＝

比
比
丘
－
。
即
往
－
－
到
其
住
処
－
。
見
－
－
此
比
丘
－
在
＝
窟
中
－
読
＝
法
華
経
－
。
見
下
一
金
色
光
明
人
騎
一
一
白
象
－
合
ν手
供
養
占
。
我
転
近
便
滅
。

我
即
間
＝
大
徳
－
以
－
一
我
来
－
故
。
金
色
光
明
人
減
。
比
丘
言
。
此
即
遍
吉
菩
薩
。
遍
吉
菩
薩
自
言
。
若
有
レ
人
語
－
一
読
法
華
経
一
者
。
我
当
下

乗
－
－
白
象
－
来
教
包
帯
之
主
。
我
諭
－
－
法
華
経
－
故
遍
吉
自
来
。

と
法
華
経
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
今
、
此
の
衆
生
は
多
く
三
悪
道
の
中
に
堕
つ
。
若
し
十
方
無
量
無
辺
の
諸
仏
及
び
諸
菩
薩
あ
ら

ば
、
何
を
以
て
か
来
ら
ず
や
。
と
の
質
問
に
対
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
『
大
智
度
論
』
は
、
衆
生
は
罪
重
き
が
故
に
諸
仏
菩
薩

が
来
る
と
難
も
見
ず
。
叉
、
法
身
仏
は
常
に
光
明
を
放
ち
常
に
説
法
し
て
も
、
罪
を
以
て
の
故
に
見
ず
聞
か
ず
、
と
し
て
、
衆
生
の
心
情

浄

な

ら

ば

、

則

ち

仏

を

見

、

十

方

の

仏

及

び

菩

蕗

あ

り

て

、

来

り

衆

生

を

度

す

と

難

も
、
而
も
、
見
る
こ
と
を
得
ず
、
と
し
更
に
、
十
方
の
仏
が
来
ら
ず
は
、
衆
生
は
罪
垢
深
重
で
見
仏
の
功
徳
を
種
え
ざ
る
を
以
て
、
で
あ

若
し
心
不
浄
な
ら
ば
則
ち
仏
を
見
ず
。
今
実
に
、

り

一
切
衆
生
の
善
根
が
熟
し
結
使
が
薄
ら
ぐ
を
知
っ
て
、
然
し
て
後
に
来
り
度
す
と
の
ペ
、
そ
の
上
で
前
掲
の
よ
う
に
法
華
経
に
言
及

( 5 ) 

し
た
上
で
、
人
あ
り
て
罪
垢
の
結
論
附
く
、

一
心
に
仏
を
念
じ
、
信
が
浄
く
疑
わ
ざ
れ
ば
必
ず
見
仏
を
得
て
、
終
に
虚
し
か
ら
ざ
る
な
り
、

と
述
べ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
こ
れ
は
、
見
仏
の
あ
り
方
に
つ
い
て
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
見
仏
に
関
し
『
大
智
度
論
』
は
、
普
賢
菩
藍
の
功
徳
と
来

至
の
挿
話
を
使
用
し
て
答
え
た
こ
と
に
な
る
。

門

uv

遍
吉
の
訳
語
は

ω
m
g
g
g
v
E品川
ω
普
賢
の
訳
で
あ
る
が
、
妙
法
華
経
は
、
「
有
人
癒
風
病
」
等
に
関
し
て
、
若
し
後
の
世
に
於
て
、

是
の
経
典
を
受
持
説
諦
せ
ば
：
・
：
・
所
願
虚
し
か
ら
ざ
ら
ん
：
・
・
：

《悶》

若
復
見
下
受
＝
持
是
経
－
者
占
。
出
－
一
其
過
悪
－
。
若
実
若
不
実
。
此
人
現
世
得
三
白
顕
病
一
。

『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
揖
ハ
望
月
〉



『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
握
ハ
望
月
〉

と
の
ベ
、
顕
風
病
を
白
顕
病
と
し
、
法
華
経
の
受
持
者
を
排
－
誘
す
る
者
が
う
け
る
病
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
普
賢
が
自
象
に
乗

り
あ
ら
わ
れ
る
所
を
、

是
人
若
行
若
立
読
－
－
諦
此
経
－
。
我
爾
時
乗
－
－
六
牙
自
象
王
－
。
与
＝
大
菩
薩
衆
－
倶
詣
－
－
其
所
－
。
而
自
現
ν身。

と
、
供
養
し
守
護
し
て
そ
の
心
を
安
慰
せ
ん
。
亦
、
法
華
経
を
供
養
せ
ん
が
た
め
の
故
な
い
匂
と
述
べ
て
い
る
。

党
文
法
華
経
は
、
後
の
時
機
、
後
の
時
、
後
の
五
百
年
が
時
に
、
こ
の
法
門
を
受
持
す
る
で
あ
ろ
う
僧
た
ち
、
：
：
：
か
の
法
師
た
ち
は

素
直
で
あ
り
、
三
解
脱
を
得
る
で
あ
ろ
う
。
現
世
、
来
世
に
彼
等
は
成
就
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
0

・：

3
0
b
g召
，

SMug仙
沼

ωロ可
B
g
I舎
町
岱
制
。
仰
告

VEFGロ
包
B
S
R
Sヨ
g
苦
吟
雪
印
可
変
自
己

g
芯
苦
吟
担
制

wod削
W
S
R
I

門店
V

B
0
5
3舶の苛
o
g
s
g丘町

ハ
こ
の
よ
う
に
す
ぐ
れ
た
経
典
を
受
持
す
る
僧
た
ち
の
非
難
を
聞
か
し
め
る
だ
ろ
う
彼
等
は
、
現
世
に
お
い
て
身
体
に
顕
病
が
生
ず
る

( 6 ) 

で
あ
ろ
う
〉

と
述
べ
、
更
に
、

音
色
仰

8
8
S
R
B守
s
g
m
g
．ω
B
E
B
R
B
ω
l
u
R
M『仰吋
o
o
z
s，三宮
B
g
a
z
w
g
p
o
g
w
g
s
g
E
B舎
ovvmwdT

噌可制

W
E
S向
田
町
宮

ωヨ
σHMMW官
話
召
ωgω
可
仰
向
日
何
百
円

BMTVV側窓－
nMWω
可
節
句
民

WO
恥

4
0
g
d
＆
’
a
g
g吾
容

官

4
忠

mwBmwvv町
ロ

g
a－

g
a
m
S
R
B
m
F
E
V
g
s
w
m
ω
可制

w
g
b
w
g
B向
WEMn丘
町
田
ロ
冨
ω巴吋
MWEBZU可仙一
B目

VoaFE旦
君
”
1
宮
g
，冨ユ」三
0
．ω音
色

町

民

E

《

mv

B削
wt
冨
ミ
mqgM『
．
脚

S
E身”

ハ
そ
の
法
師
が
こ
の
法
門
に
つ
い
て
思
索
の
行
に
専
念
し
、
経
行
所
に
登
る
で
あ
ろ
う
時
に
、
世
尊
ょ
、
私
は
六
牙
の
王
侯
の
よ
う
な

自
象
に
乗
り
、
菩
薩
の
集
団
に
固
ま
れ
て
、
こ
の
法
門
を
護
る
た
め
に
、
そ
の
法
師
の
経
行
所
の
庵
に
近
づ
く
で
あ
ろ
う
〉



と
述
べ
て
、
こ
の
法
門
か
ら
一
旬
、

一
字
で
も
見
落
す
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
六
牙
の
王
侯
の
よ
う
な
自
象
に
乗
り
法
師
の
前
に
あ
ら

わ
れ
て
、
こ
の
法
門
を
欠
け
る
と
こ
ろ
な
く
発
戸
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
か
の
法
師
は
私
の
姿
を
見
て
、
こ
の
法
門
を
欠
け
る
と
こ
ろ
な
く

私
か
ら
聞
き
、
満
足
し
悦
び
歓
喜
し
極
喜
し
欣
喜
と
倫
悦
を
生
じ
、
こ
の
法
門
に
十
分
に
精
進
を
お
こ
す
で
し
ょ
う
、
と
述
べ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
妙
党
両
法
華
経
倶
に
、
後
者
に
関
し
て
は
普
賢
菩
躍
の
行
願
と
し
て
法
華
経
の
法
師
に
対
し
て
の
守
護
を
述
べ
、
前
者
は
、

普
賢
の
言
葉
を
聞
い
た
釈
尊
が
法
華
経
を
受
持
す
る
者
を
そ
し
る
人
が
受
け
る
報
い
と
し
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
『
大
智

度
論
』
は
、
普
賢
（
遍
士
口
〉
菩
麗
が
そ
の
（
行
願
に
よ
っ
て
〉
法
華
経
を
読
請
す
る
人
の
と
こ
ろ
へ
、
金
色
光
明
の
身
を
も
っ
て
自
ら
現

わ
れ
、
又
、
績
風
を
病
め
る
人
が
、
遍
吉
菩
薩
に
帰
依
を
し
念
じ
た
と
こ
ろ
病
除
却
し
た
と
述
べ
て
い
る
か
ら
、
表
現
は
法
華
経
が
示
す

も
の
よ
り
も
一
一
周
積
極
的
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
見
仏
の
あ
り
方
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
仏
の
実
在
を
信

ず
る
心
、
心
の
あ
り
方
を
示
す
た
め
に
、
法
華
経
に
対
す
る
受
持
の
姿
が
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

( 1 ) 

ω
『
大
智
度
論
』
巻
十
は
、
若
し
皆
東
方
の
諸
仏
を
供
養
せ
ば
、
諸
仏
は
甚
多
し
、
何
の
時
か
当
に
詑
っ
て
此
の
間
に
来
る
べ
き
や
、
と

の
質
問
に
対
し
て
、
諸
の
菩
薩
は
人
天
の
法
に
よ
る
供
養
を
す
る
の
で
は
な
く
、
菩
薩
の
供
養
の
法
を
行
ず
、
そ
れ
は
、
身
禅
定
に
入
っ

て
、
其
の
身
を
直
進
し
、

其
の
身
辺
よ
り
無
量
身
を
出
し
、

種
々
な
供
養
の
物
を
化
作
し
て
諸
仏
の
世
界
に
満
た
す
、

の
だ
と
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
更
に
、
此
の
諸
の
菩
醸
は
釈
迦
牟
尼
仏
に
詣
ん
と
欲
す
、
何
を
以
っ
て
か
中
道
で
諸
仏
を
供
養
す
る
の
か
、
と
の
聞
に
対

し
、
諸
仏
は
第
一
の
福
田
な
り
、
若
し
供
養
せ
ば
大
果
報
を
得
る
、
こ
の
故
に
供
養
す
る
の
だ
し
、
菩
薩
は
常
に
仏
を
敬
い
重
ん
ず
る
こ

と
、
人
の
父
母
を
敬
い
重
ん
ず
る
が
如
く
で
、
菩
醸
は
仏
の
説
法
を
う
け
三
味
・
陀
羅
尼
・
神
力
を
得
て
い
る
の
だ
か
ら
、
恩
を
知
る
が

故
に
広
く
供
養
す
る
の
だ
、
と
し
て
法
華
経
に
言
及
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
撞
〈
望
月
〉



『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
揖
ハ
望
月
〉

知
－
－
法
華
経
中
薬
王
菩
薩
－
。
従
ν仏
得
二
切
変
現
色
身
三
昧
－
。
作
＝
是
思
惟
－
我
当
s
云
何
供
－
－
養
仏
及
法
華
三
昧
－
。
即
時
飛
到
＝
天
上
－
。

以
＝
三
味
力
－
雨
＝
七
宝
華
香
幡
蓋
－
供
＝
養
於
仏
－
。
出
三
ニ
昧
－
己
意
猶
不
レ
足
。
於
＝
千
二
百
歳
、
服
＝
食
衆
香
－
飲
＝
諸
香
油
－
。
然
後
以
－
－

天
白
畳
－
組
ν身
而
焼
。
自
作
＝
普
言
－
。
使
s
我
身
光
明
照
＝
八
十
恒
河
沙
等
仏
世
界
－
。
是
八
十
恒
河
沙
等
世
界
中
。
諸
仏
讃
言
。
善
哉

善
哉
善
男
子
。
以
レ
身
供
養
是
為
コ
等
一
勝
－
。
以
＝
圏
域
妻
子
－
供
養
百
千
万
倍
。

滅。

不
ν可
下
以
－
－
響
喰
－
為
A
V

比
。
於
＝
千
二
百
歳
－
身
燃
不
ν

と
し
て
、
こ
の
よ
う
に
仏
を
供
養
す
れ
ば
無
量
の
利
を
得
、
こ
の
故
に
菩
薩
は
仏
を
供
養
す
る
の
だ
、
と
し
て
い
る
。

塚
本
啓
祥
博
士
に
よ
る
と
、
こ
の
部
分
は
法
華
経
の
直
接
引
用
の
状
況
で
、
妙
法
華
経
と
は
部
分
的
相
応
関
係
を
示
%
、
》
と
さ
れ
て
い

る
が
、
妙
法
華
経
は
『
大
智
度
論
』
の
文
章
よ
り
も
、
は
る
か
に
詳
述
し
て
お
り
、
党
文
法
華
経
は
更
に
詳
し
い
。
今
、
紙
数
の
関
係
も

あ
り
、
そ
の
全
文
を
紹
介
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、
要
を
と
っ
て
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

( 8 ) 

法
華
経
に
よ
る
と
、
こ
の
箇
所
は
薬
玉
菩
薩
の
前
生
、
一
切
衆
生
喜
見
菩
薩

E
3
8
a芝
忍
丘
三
E
H
E
S
の
焼
身
供
養
の
場
面
で
あ

り
、
こ
の
菩
麓
が
現
一
切
色
身
三
昧

ω
R
g
B宮
g
召
含
弘

g削
T
g
g包
毘
を
得
た
の
は
「
皆
是
得
レ
聞
＝
法
華
経
－
力
」

gω
ヨ
ω色
色
t

voロロ
85AwmaEヨ
島
町
制
弓

B
a
R
M可制
可
制

wg
仰
問

w
B
3
〈
こ
の
妙
法
蓮
華
の
法
門
の
故
に
）
で
あ
る
か
ら
、
日
月
浄
明
徳
仏
の

g骨
E

B回
同
吋

ω－i
B色刷
世

間
M
H
1何
W
M
M
M
M仰

ω
忠
弘
と
法
華
経
に
供
養
し
よ
う
と
し
て
三
昧
に
入
っ
た
。
す
る
と
虚
空
白
宮
民

w
g
ハ
空
中
〉
か
ら
華
の
雨
が

ふ
り
、
三
味
か
ら
立
ち
上
っ
た
菩
薩
は
、
身
を
以
っ
て
供
養
す
る
に
如
か
ず
、
と
し
て
、
呑
を
食
し
千
二
百
年
間
色
d

『脚色
w
E
〈
十
二
年
〉

も
香
油
を
の
み
火
を
つ
け
た
。
そ
の
光
明
は
八
十
億
恒
河
の
世
界
弘
法
E

の
B
m守
口
ω島
占
巴
符
mTggω

ハ
八
十
恒
河
沙
と
同
じ
〉
を
照

し
た
。
こ
の
供
養
は
第
一
の
施
、
於
諸
施
中
最
尊
最
上
法
問
認
定
品

S
品

買

S
R仰
官

g
g
a
v”B守
司
ロ
首
〈
最
勝
、
最
高
、
最

上
、
最
善
－

上
妙
な
法
供
養
〉
で
、

圏
域
・
妻
子
を
布
施
す
る
よ
り
も
勝
れ
た
も
の
で
、

そ
の
身
体
は
千
二
百
才
色
〈
脚
色

a
m
w
d
R溜，



E
s
a
ハ
千
二
百
年
〉
燃
え
続
け
て
消
え
%
よ
。
す
な
わ
ち
、
妙
・
党
両
法
華
経
は
数
字
の
差
こ
そ
一
部
に
は
あ
れ
、
大
よ
そ
同
一
内

容
を
示
し
て
い
る
。

而
し
て
『
大
智
度
論
』
の
表
現
は
、
法
華
経
を
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
法
華
経
が
仏
と
法
華
経
に
対
す
る
供
養

と
し
て
い
る
の
に
、
論
が
法
華
三
昧
に
対
す
る
供
養
と
な
し
た
理
由
は
解
ら
な
い
。
法
華
経
は
一
切
衆
生
喜
見
菩
薩
が
仏
と
法
華
経
の
た

る。め
に
焼
身
供
養
を
な
し
、
そ
の
供
養
が
諸
施
の
中
で
最
尊
最
上
で
あ
る
か
ら
、
薬
王
菩
薩
と
し
て
現
世
に
出
現
し
た
こ
と
を
説
示
し
て
い

「如
ν是
供
－
一
養
子
得
－
一
種
種
無
量
利
一
。
以
レ
是
故
諸
菩
薩
供
－
－
養
白
日
と
い

『
大
智
度
論
』
が
、
薬
王
菩
薩
の
焼
身
供
養
を
語
り
、

う
時
、
仏
に
対
す
る
供
養
の
心
が
如
何
な
る
も
の
か
を
示
さ
ん
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
釈
尊
に
至
ら
ん
と
欲
す
の
に
、
何

故
に
中
道
で
諸
仏
を
供
養
す
る
の
か
と
の
聞
に
対
す
る
答
え
で
も
あ
り
、
菩
薩
は
諸
仏
を
見
て
供
養
す
れ
ば
仏
た
る
果
報
を
得
る
と
な
す

か
ら
、
釈
尊
と
諸
仏
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
釈
尊
の
中
に
諸
仏
が
含
み
こ
ま
れ
る
の
か
、
ど
う
か
は
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

( 9 ) 

ω
『
大
智
度
論
』
は
巻
二
十
六
の
中
で
、
仏
の
滅
度
に
ふ
れ
て
、
若
し
仏
衆
生
を
度
せ
ん
と
欲
し
て
未
だ
息
ま
ざ
れ
ば
、
何
を
以
て
か
浬

撲
に
入
る
や
、
と
の
聞
を
設
け
、
そ
の
答
と
し
て
、
衆
生
を
度
す
に
二
種
あ
り
、
或
は
現
前
の
得
度
あ
り
、
或
は
滅
後
の
得
度
あ
り
、
と

し
て
、
法
華
経
の
説
示
を
例
証
に
挙
げ
、

如
－
－
法
華
経
中
説
－
。
薬
師
為
＝
諸
子
三
ロ
ν薬
与
レ
之
而
捨
。
是
故
入
－
－
浬
鍵
－
。
復
次
有
－
－
衆
生
－
鈍
根
徳
薄
故
。

nv 

可
ν種
＝
福
徳
因
縁
一
。
是
故
入
－
－
浬
紫
一
。

不
ν能
ν成
－
－
大
事
－
。
但

と
述
べ
て
い
る
。
仏
の
現
前
の
得
度
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
法
華
経
を
挙
げ
た
の
は
滅
後
の
得
度
に
関
す
る
も
の
で
、
薬
師
云
々

の
語
は
如
来
寿
量
品
の
説
示
の
良
医
の
響
を
意
味
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
妙
法
華
経
は
、
父
（
良
医
）
の
留
守
中
に
誤
っ
て
毒
薬
を
服
し

『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
握
ハ
望
月
〉



『
大
智
度
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け
る
法
華
経
の
把
握
〈
望
月
〉

た
子
等
が
、
父
の
調
合
せ
る
色
香
美
味
の
薬
を
見
て
、
不
失
心
者
は
服
し
た
が
、
失
心
者
は
服
し
な
か
っ
た
の
で
、
薬
を
留
め
て
旅
に
出

て
方
便
を
以
て
父
は
死
す
と
告
げ
さ
せ
る
、
こ
れ
を
開
き
失
心
者
も
父
の
言
葉
を
う
け
薬
を
服
し
癒
え
た
り
、
と
い
う
話
を
記
し
、
父
が

《沼〉

仏
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
党
文
法
華
経
も
同
様
の
意
を
伝
え
て
い
る
が
、
失
心
者
に
つ
い
て
、

三
宮
z
g，g召
宮
宮
山
口
ハ
意
識
の

顛
倒
〉
と
い
う
語
を
使
っ
て
お
り
、
傷
文
の
「
令
顛
倒
衆
生
」
に
つ
い
て
は
、
乱
富
岡
山

g
’σ豆島何回同
8
5
B
i
g
g
g
f
〈
理
性
が
願

倒
し
愚
か
な
人
々
は
〉
と
し
て
い
る
。

g
ヨ
B
E
σ
広
島
由
民
の
傾
倒
者
は
父
〈
仏
〉
が
滅
度
の
後
に
し
か
飲
薬
し
な
か
っ
た
（
不
見
〉
の

翁
》

で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
、
こ
の
よ
う
な
人
々
は
愚
か
な
人
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
父
は
、
「
良
医
智
慧
聡
達
。
明
練
－
－
方

《

M
V

薬
－
善
治
－
－
衆
病
こ
ハ
S
E
E
d
z
Eち

σ
E
S件
宮
信
念

g
d司
書
件

o
g
a
z
i
g
－S
E
E

－V83
M
T
d
Q脚色
E
，宮内
W
2
5
8脚
苦
（
賢

明
で
明
断
で
知
的
で
立
派
で
全
て
の
病
を
癒
す
良
医
が
い
る
と
し
よ
う
〉
と
せ
ら
れ
る
か
ら
、
こ
れ
は
失
心
者
と
は
相
反
す
る
も
の
で
あ

る。

『
大
智
度
論
』
が
、
鈍
根
に
し
て
徳
薄
き
と
称
し
た
の
は
、
ま
さ
に
失
心
者
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
故
に
こ
そ
福
徳
の
因
縁
を
種
え

( 10 ) 

る
た
め
に
仏
は
浬
撲
に
入
る
と
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

川
『
大
智
度
論
』
巻
三
十
に
は
、
阿
修
羅
は
天
に
非
ず
人
に
非
ず
、
地
獄
の
苦
多
く
帝
生
の
形
と
異
な
る
と
し
、
五
道
の
摂
す
る
と
こ
ろ

だ
と
し
、
更
に
、
経
に
は
五
道
あ
り
と
説
く
、
云
何
な
れ
ば
六
道
と
い
う
の
か
と
の
質
問
に
対
し
、
仏
去
っ
て
か
ら
久
し
く
経
の
流
れ
遠

し
、
法
伝
わ
っ
て
五
百
年
の
後
、
多
く
別
異
あ
り
部
々
同
じ
か
ら
ず
、
或
は
五
道
と
い
い
、
或
は
六
道
と
い
う
、
若
く
は
五
と
説
く
者
は

仏
の
経
に
お
い
て
文
を
廻
し
て
五
と
説
き
、
若
く
は
六
と
説
く
者
は
仏
の
経
に
お
い
て
文
を
廻
し
て
六
と
説
く
の
だ
と
し
、

《お》

摩
詞
街
中
法
華
経
説
レ
有
＝
六
趣
衆
生
－
。
観
－
－
諸
義
旨
－
応
ν有
－
－
六
道
一
。

と
述
べ
て
、
六
道
説
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
句
は
説
示
の
ご
と
く
法
華
経
序
品
の



《踊》

於
－
一
此
世
界
－
。
尽
見
－
－
彼
土
六
趣
衆
生
一
。

《釘
V

3
8
S
2
Vロ怠
E
1
E
2
8
2
溜
宮

ωロ
官
民
主

ω創
立
品

σ
g恒
三
弘
司

g
g
ω
自州

w
g
gコ0
．2
唱。s
g告
身
々

ggmgω

（
こ
の
仏
国
土
で
六
趣
の
人
々
が
知
ら
れ
、
彼
等
は
一
切
す
べ
て
見
ら
れ
た
〉

を
う
け
た
も
の
で
、
法
華
経
に
よ
り
六
道
説
を
と
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

川
『
大
智
度
論
』
巻
三
十
こ
に
は
、
経
の
三
千
大
千
世
界
の
大
地
、
諸
山
、
徴
鹿
数
を
知
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
般
若
波
羅
蜜
を
学
す
ベ
し
、

の
語
を
う
け
て
、
仏
は
何
故
に
六
度
等
の
諸
の
功
徳
を
讃
歎
せ
ず
、
大
力
を
讃
歎
す
る
の
か
の
質
問
を
設
け
、
衆
生
に
は
普
法
を
楽
し
む

者
と
善
法
の
果
報
を
楽
し
む
者
の
二
種
が
あ
る
と
し
、
前
者
に
は
諸
の
功
徳
を
讃
歎
し
後
者
に
は
大
神
力
を
讃
歎
す
る
心
が
あ
る
の
だ
と

し
て
い
る
。

そ
し
て
、

一
石
土
の
徴
鹿
す
ら
尚
数
う
べ
き
こ
と
難
し
、

何
に
況
ん
や
三
千
大
千
世
界
の
地
、

及
び
諸
山
の
徴
塵
の
数
を

( 11) 

や
、
と
の
質
問
に
対
し
、
声
聞
僻
支
仏
の
智
選
、
尚
知
る
こ
と
能
わ
ず
、
何
に
況
ん
や
凡
夫
を
や
。
是
の
事
は
諸
仏
及
び
大
菩
麓
の
み
知

る
所
な
り
、
と
し
、

如
－
－
法
華
経
説
－
。
替
輸
三
千
大
千
世
界
地
及
諸
山
末
以
為
レ
座
。
東
方
過
＝
千
世
界
－
下
－
ニ
塵
－
。
如
レ
是
過
＝
千
世
界
－
復
下
二
塵
－
。

如
ν是
尽
＝
三
千
世
界
諸
塵
－
。
仏
告
＝
比
丘
－
是
徴
座
数
世
界
算
簿
量
可
ν得
レ
知
不
。
諸
比
丘
言
。

不
レ
可
レ
得
レ
知
。
仏
言
。
所
下
可
レ
著
－
－

徴
塵
－
不
レ
著
申
徴
鹿
よ
諸
国
。
尽
皆
末
以
為
ν座
。
大
通
態
仏
出
世
己
来
劫
数
如
ν是
。
如
ν是
無
量
恒
河
沙
等
世
界
徴
座
。
仏
大
菩
薩
皆

【

mv

悉
能
知
。
何
況
一
恒
河
沙
等
世
界
c

と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
衆
生
の
普
法
の
果
報
を
楽
し
む
者
の
た
め
に
仏
は
大
神
力
を
示
し
た
も
の
で
、
法
華
経
化
城
愉
口
聞
の
大
通
智

勝
如
来
の
三
千
盛
点
劫
の
説
示
を
、
そ
の
こ
と
を
証
す
る
た
め
に
引
用
し
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
握
（
望
月
〉



『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
揖
ハ
望
月
〉

妙
法
華
経
と
焚
文
法
華
経
と
が
、
大
通
智
勝
如
来
宮

mwgσ
区
宮
旦
部
ロ
仰
v
v
g
vロ
lg笹川
wmmg
の
寿
命
に
つ
い
て
述
べ
る
表
現
は
、

《却》

お
お
む
ね
『
大
智
度
論
』
の
引
用
す
る
と
こ
ろ
に
似
て
い
る
が
、
た
だ
引
用
の
後
半
の
「
尽
皆
末
以
為
ν盛
」
の
箇
所
は
、
妙
法
華
経
に

お
い
て
は
「
尽
末
為
レ
盛
一
塵
一
劫
」
と
し
て
塵
点
劫
が
示
さ
れ
て
お
り
、
党
文
法
華
経
で
は
「

E
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ω
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尽
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S
d
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m
ω
恒

g
a仰
宮
弓

g
g
d
E
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g
E哲
志
望

」
可
。
宮
包
W
色
一
志
宮
町
け
仰
包
回
出

g
g
g
Z
4
5
W召
鼠
旬
。

2
J弘
ロ

OMMwages邑
ハ
比
丘
た
ち
ょ
、
そ
れ
ら
の
最
も
徴
細
な
鹿
が
お
か
れ
た

り
、
お
か
れ
な
か
っ
た
り
し
た
そ
れ
ら
の
世
界
を
、
誰
か
数
学
者
か
大
算
者
が
計
算
に
よ
っ
て
、
正
し
く
つ
く
し
知
る
こ
と
が
出
来
る
だ

ろ
う
か
と
と
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
『
大
智
度
論
』
の
引
用
に
近
い
。
そ
し
て
引
用
末
尾
の
如
来
の
寿
命
を
悉
知
し
て
い
る
と
す
る
と
こ

ろ
は
、
妙
法
華
経
は
「
如
来
知
見
力
」
を
以
て
の
故
に
と
し
て
お
り
、
党
文
法
華
経
は
、
「

S
S仰
向

ω
gム
B
5
1品
Rbgmwig
－E
E
S

ハ
如
来
の
知
見
力
を
執
す
る
こ
と
ご
と
な
し
て
い
る
か
ら
、
鹿
点
劫
を
知
る
た
め
に
は
如
来
の
知
見
力
が
必
要
な
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

( 12 ) 

す
な
わ
ち
『
大
智
度
論
』
が
三
千
盛
点
の
数
を
知
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
般
若
波
羅
蜜
を
学
す
べ
し
と
い
い
、
そ
の
よ
う
な
数
が
算
せ
ら
れ
る

わ
け
が
な
い
の
で
不
可
信
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
法
華
経
の
説
示
が
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
凡
夫
の
智
か
ら
如
来
の
知
見
力
へ
の

転
換
と
し
て
般
若
波
羅
蜜
を
捉
ら
与
え
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
。

川
又
、

『
大
智
度
論
』
巻
三
十
二
は
、
経
の
菩
薩
摩
詞
薩
は
一
毛
を
も
っ
て
三
千
大
千
世
界
中
の
諸
の
須
弥
山
王
を
挙
げ
、
他
方
無
量
の

世
界
に
欝
げ
る
と
こ
ろ
を
と
り
あ
げ
て
、
菩
薩
は
何
を
以
つ
て
の
故
に
須
弥
山
及
び
諸
山
を
挙
げ
て
他
方
の
世
界
に
過
着
す
る
の
か
と
の

質
問
を
設
け
、
菩
薩
の
力
は
能
く
之
を
挙
げ
る
こ
と
を
明
す
の
み
で
、
菩
薩
は
仏
が
当
に
説
法
を
な
す
が
故
に
、
先
ず
三
千
大
千
世
界
を

荘
厳
し
、
諸
山
を
除
い
て
地
を
平
盤
な
ら
し
む
、

の
だ
と
し
、

如
－
－
法
華
経
中
説
－
。
仏
欲
レ
集
＝
諸
化
仏
一
故
先
平
－
－
治
地
一
。



と
法
華
経
に
関
説
し
、
希
有
の
事
を
現
じ
衆
生
を
し
て
見
せ
し
め
ん
と
欲
す
る
の
だ
、
と
し
て
い
持

こ
の
化
仏
（
分
身
仏
）
来
集
は
、
法
華
経
見
宝
塔
口
聞
が
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
妙
・
党
両
法
華
経
と
も
に
「
平
＝
治
地
こ
と
い
わ
れ

た
裟
婆
世
界
の
あ
り
さ
ま
を
、
細
か
く
具
体
的
に
表
現
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

『
大
智
度
論
』
の
須
弥
山
等
の
諸
山
を
他
方
の
世
界
に
過

着
さ
せ
る
の
に
対
し
、

無
－
一
大
海
江
河
及
目
真
隣
陀
山
摩
詞
目
真
隣
陀
山
鉄
囲
山
大
鉄
囲
山
須
弥
山
等
諸
山
王
－
。
通
為
三
仏
土
－
。
宝
地
平
碕

と
し
て
、
諸
山
が
な
く
通
一
仏
土
で
宝
地
平
正
だ
と
し
て
い
る
。
党
文
法
華
経
は
同
巴
P
冨
ロ
の
毘
ロ
a
p
冨
ω『
仰
自

5
ロ宮内

F
C色
白
守

品
AMP
富
島
mwgwB4似合”

ω
z
B
O
B
の
山
々
が
な
く
、
川
も
天
・
人
・
阿
修
羅
・
地
獄
巳
B
3
畜
生
許
可
可
認
可
。
昆
や
ヤ
マ
ヨ
Bmw

円割》

も
な
く
整
え
ら
れ
、
仏
国
土
は
瑠
離
か
ら
な
り
云
云
と
続
け
ら
れ
て
、
平
正
・
平
治
地
に
あ
た
る
語
は
な
い
。
し
か
し
五
百
弟
子
受
記
品

《

弱

》

ハ

お

》

の
「
地
平
如
ν挙
レ
」
に
お
い
て
は
、

g
B
R官
匂

g
T
S
Eム仰
g
ヨ
ハ
手
の
平
の
よ
う
に
平
で
〉
と
し
て
仏
国
土
を
表
現
し
て
い
る
か
ら
、

(13 ) 

仏
国
土
は
地
平
正
と
い
う
の
は
定
着
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
地
平
正
は
仏
の
説
法
の
現
場
面
を
表
現
す
る
た
め
に

示
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
の
立
場
を
示
し
、
そ
の
た
め
に
法
華
経
が
引
用
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ω
『
大
智
度
論
』
三
十
三
巻
は
、
菩
薩
摩
詞
薩
は
、

一
切
の
声
聞
野
支
仏
の
前
に
あ
る
こ
と
、
諸
仏
に
給
侍
す
る
こ
と
、
諸
仏
の
内
春
属

た
る
こ
と
、
大
谷
属
を
得
る
こ
と
、
菩
薩
の
春
属
を
得
る
こ
と
、
浄
報
大
施
を
得
る
こ
と
を
欲
せ
ば
、
般
若
波
羅
蜜
を
学
す
べ
し
と
の
経

の
語
を
う
け
て
、
若
し
菩
薩
は
未
だ
漏
尽
を
得
ず
ん
ば
、
云
何
ぞ
漏
尽
の
聖
人
の
前
に
在
る
や
、
と
の
質
問
を
設
け
、
菩
薩
に
つ
い
て
言

及
し
て
い
る
。

即
ち
、
菩
躍
は
功
徳
智
慧
大
な
る
が
故
に
、
初
発
意
の
時
す
で
に
一
切
衆
生
の
前
に
あ
り
、
世
々
に
常
に
大
い
に
声
聞
畔
支
仏
を
利
益

『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
握
ハ
望
月
）



『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
盤
（
望
月
〉

す
と
し
、
衆
生
は
菩
薩
の
思
を
知
る
が
故
に
ど
こ
に
て
も
尊
重
し
、
諮
問
薩
は
ど
の
よ
う
な
場
に
で
も
衆
生
を
利
益
す
と
し
、
舎
利
弗
・
目

鍵
連
等
の
聖
人
、
弥
助
・
文
殊
師
利
等
の
菩
薩
は
大
巻
属
で
あ
り
、
更
に
、
仏
に
は
無
量
無
辺
阿
僧
紙
の
一
生
補
処
の
菩
薩
が
前
に
在
っ

て
導
き
、
後
に
従
っ
て
出
ず
と
し
て
、

叉
如
ニ
法
華
経
説
－
。
従
レ
地
踊
出
菩
薩
等
皆
是
内
春
属
大
春
一
喝

と
述
べ
て
い
る
。
従
地
涌
出
は
明
ら
か
に
従
地
涌
出
品
の
説
示
を
意
味
し
て
い
る
。
妙
究
両
法
華
経
は
、
出
現
に
関
し
て
、

裟
婆
世
界
三
千
大
千
国
土
地
皆
震
裂
。
而
於
－
一
其
中
－
有
ニ
無
量
千
万
億
菩
薩
摩
詞
薩
一
同
時
踊
出

日可制

wヨ
gHH仰ム
o
s
s
a
g
z
f
g
g
g
S仲
ω句
HHZ時四
g
i
e
v
g明
日
常
て

σFSZVHHMR弘
gω
事
O
B
E
m肖
ovvu『
o
g
v
e回目

VoaE1

《
鵠
〉

g
z
s
’wo干
S
M『ロ
g
’PRwlgEω
品
定
三
仲
間
話

F
g
g
ω
B
ω

〈
こ
の
裟
婆
世
界
は
一
面
に
裂
け
聞
い
て
、
そ
の
裂
け
目
か
ら
百
千
万
億
那
由
他
と
い
う
沢
山
な
菩
薩
が
出
現
し
た
〉

こ
の
菩
薩
た
ち
が
釈
尊
と
旧
知
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、

( 14) 

と
し
て
お
り
、

弥
勅
菩
薩
等
は
、

地
涌
菩
薩
を
昔
よ
り
己
来
、

見
ず
聞
か
ず

（白色吋

2mwl匂
ロ
ミ
？
”
昨
zgt句
回

H・g
〉
と
質
問
し
、
釈
尊
は
地
涌
の
菩
薩
は
私
が
教
化
し
た
も
の
だ
と
し
、

我
今
説
－
一
実
語
－

汝
等
一
心
信

我
従
－
一
久
遠
一
来

教
＝
化
是
等
衆

自帥
ωBJ、同

σ
E
M
g
q
ω
ヨ
宮
山
ぐ
仰
の
仰
吟

s
x
g
g
3
0
g削
wgmw
吟
包
含

S
m
a
H
H
S告
一

04ω
告
の
回
目
ヨ
同
肖
仰

H
u
g
s
a仰．
m
s
，

《却
V

σ
o
S町
田
嵐
広
間
】
仰
の
向
日
蜘

o
b仲間

B
a
b－
S
E
3
0
一一

（
こ
の
浄
ら
か
で
真
実
の
私
の
言
葉
を
聞
い
て
、

一
切
私
を
信
ぜ
よ
、
こ
の
よ
う
に
私
が
最
高
の
覚
り
を
得
た
の
は
速
い
以
前
だ
、

切
の
も
の
を
私
が
成
熟
さ
せ
た
〉

と
し
て
い
る
。
速
い
以
前
、
久
遠
は
如
来
寿
量
品
に
お
け
る
久
遠
実
成
に
展
開
す
る
も
の
だ
が
、
久
遠
実
成
の
生
命
の
流
れ
の
中
に
お
い



て
、
地
涌
菩
薩
が
教
化
さ
れ
た
も
の
で
、
八
十
年
と
い
う
有
限
な
中
で
は
な
い
こ
と
を
法
華
経
は
示
し
て
い
る
。

『
大
智
度
論
』
が
地
涌

菩
薩
は
内
春
属
・
大
巻
属
だ
と
い
う
の
は
、
久
遠
実
成
の
中
で
考
え
る
時
に
、
認
め
う
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

制
『
大
智
度
論
』
巻
三
十
八
は
、
鈍
根
と
は
二
十
二
根
の
中
の
何
者
か
是
な
る
、
と
の
質
問
に
対
し
、
悲
根
能
く
諸
法
を
観
ず
る
も
久
し

く
禅
味
を
受
著
す
る
を
以
つ
て
の
故
に
鈍
な
り
、
信
等
の
五
根
は
皆
道
法
を
助
成
す
る
も
受
報
著
味
を
以
つ
て
の
故
に
鈍
な
り
、
菩
薩
は

清
浄
の
福
徳
智
慈
の
因
縁
の
故
に
十
八
犠
皆
利
な
る
も
罪
の
故
に
則
ち
鈍
な
り
、
と
有
人
の
意
見
を
そ
れ
ぞ
れ
照
介
し
た
上
で
、

av 

限
等
六
根
如
－
－
法
華
経
説
－

と
述
べ
て
い
る
。

法
華
経
の
中
で
限
等
の
六
根
に
ふ
れ
て
い
る
の
は
法
師
功
徳
品
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
法
華
経
を
受
持
・
読
・
諦
・
解
説
・
書
写
す
る
人

( 15 ) 

は
、
八
百
限
功
徳
・
千
二
百
耳
功
徳
・
八
百
鼻
功
徳
・
千
二
百
舌
功
徳
・
八
百
身
功
徳
・
千
二
百
意
功
徳
を
得
、
六
根
を
荘
厳
し
皆
清
浄

な
ら
ん
と
せ
ら
れ
て
い
匂
こ
こ
で
は
法
華
経
に
対
す
る
五
種
法
師
の
行
が
六
根
を
し
て
荘
厳
し
清
浄
な
ら
し
め
る
と
し
て
い
る
こ
と
が

明
白
で
あ
る
が
、

『
大
智
度
論
』
は
前
述
の
引
用
文
に
続
い
て
、
命
根
は
老
病
等
の
た
め
に
悩
ま
さ
れ
ず
安
隠
に
楽
を
受
く
、
是
を
命
根

の
利
と
な
す
、
と
利
な
る
こ
と
を
種
々
挙
げ
、
利
と
相
違
す
る
が
故
に
鈍
な
り
、
と
し
て
い
る
か
ら
、

「
限
等
六
根
如
法
華
経
説
」
で
表

現
し
よ
う
と
し
た
も
の
は
、
利
で
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

ωそ
し
て
又
、
巻
三
十
八
は
、
い
か
な
る
を
劫
と
名
づ
く
る
や
の
質
問
に
対
し
、
百
由
旬
四
方
の
誠
と
芥
子
、
百
由
旬
四
方
の
石
を
磨
す

故
話
を
挙
げ
、

時
の
中
の
最
小
な
る
は
六
十
念
中
の
一
念
、

大
い
な
る
時
を
劫
と
名
づ
く
と
し
、

劫
に
は
大
劫
小
劫
の
二
種
が
あ
る
と

し
、
法
華
経
に
関
説
し
た
有
人
の
説
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は

『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
盤
ハ
望
月
〉



『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
握
ハ
望
月
）

時
節
歳
数
名
為
－
一
小
劫
－
。
如
－
－
法
華
経
中
説
－
。
舎
利
弗
作
仏
時
正
法
住
レ
世
二
十
小
劫
。
像
法
住
レ
世
二
十
小
劫
。
仏
従
＝
三
味
－
起
。

於
＝
六
十
小
劫
中
－
説
＝
法
華
経
コ
是
衆
小
劫
合
名
為
－
一
大
劫
－
。

と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
有
人
の
説
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
ま
ま
『
大
智
度
論
』
の
説
示
と
は
出
来
な
い
が
、
妙
法
華
経
は

内
総
》

華
光
仏
寿
十
二
小
劫
：
：
：
正
法
住
ν世
三
十
二
小
劫
。
像
法
住
レ
世
亦
三
十
二
小
劫
。

と
し
、
発
文
法
華
経
は
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wωσω
骨
一
『
仰

ω凶可制
W
件
目

〈
華
光
妙
来
の
寿
命
は
十
二
中
劫
：
：
：
正
法
は
三
十
二
中
劫
続
く
で
あ
ろ
う
、
正
法
滅
尽
の
後
、
像
法
ハ
正
法
に
似
た
〉
は
三
十
二
中

( 16 ) 

劫
続
く
で
あ
ろ
う
〉

『
大
智
度
論
』
と
妙
党
両
法
華
経
の
表
現
と
で
は
非
常
に
異
っ
て
い
る
こ
と
が

《

絹

》

解
る
。
尚
、
正
法
華
経
は
こ
こ
の
と
こ
ろ
を
「
正
法
像
法
住
二
十
中
劫
」
と
し
て
華
光
如
来
の
寿
命
を
除
い
た
劫
数
で
は
、
『
大
智
度
論
』

の
表
現
と
一
致
し
て
い
る
。
こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
も
の
か
解
ら
な
い
が
、
仏
が
六
十
小
劫
の
中
に
お
い
て
法
華
経
を
説
く
と

《
錨
v

a

い
う
『
大
智
度
論
』
の
説
示
は
、
以
下
に
述
べ
る
と
こ
ろ
の
序
品
第
一
の
表
現
と
合
一
し
て
い
る
。
叉
、

と
し
て
い
る
か
ら
、
正
法
・
像
法
の
続
く
劫
数
に
関
し
、

『
大
智
度
論
』
は
劫
に
は
大
小

の
二
劫
が
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
正
・
党
両
法
華
経
は
中

msgg
劫
と
し
妙
法
華
経
の
み
小
劫
と
し
て
一
致
し
て
い
る
の
も
疑
問
で
あ

ろ
う
。



ω
『
大
智
度
論
』
巻
五
十
は
、
仏
す
で
に
須
菩
提
の
所
聞
を
知
る
、
今
何
を
以
っ
て
更
に
称
し
て
答
う
か
、
と
の
質
問
に
対
し
、
こ
の
摩

詞
般
若
波
羅
蜜
経
は
十
万
偏
・
三
百
二
十
万
言
あ
り
、
四
阿
含
と
等
し
き
な
り
。
こ
れ
は
一
坐
に
説
き
尽
す
に
非
ず
と
し
、
二
事
は
時
を

異
に
し
日
を
異
に
す
と
し
、
声
聞
法
の
中
に
は
不
可
思
議
の
事
あ
る
こ
と
な
く
、

一
日
一
坐
の
中
に
説
き
尽
す
こ
と
を
得
ず
、
と
の
有
人

の
言
に
対
し
、
仏
は
無
擬
解
脱
あ
り
、
菩
醸
は
不
可
思
議
三
味
あ
り
能
く
多
時
を
し
て
少
時
と
作
さ
し
め
、
少
時
を
多
時
と
作
し
、
亦
能

く
大
色
を
以
て
小
に
入
れ
小
色
を
大
と
作
す
と
し
、
法
華
経
に
関
説
し

又
如
下
六
十
小
劫
説
＝
法
華
経
－
人
事
静
岡
子
向
》

と
答
え
て
い
る
。

こ
れ
は
大
乗
と
一
切
智
に
言
及
し
そ
こ
に
お
け
る
菩
薩
の
心
の
あ
り
方
に
ふ
れ
た
も
の
だ
が
、
六
十
小
劫
と
い
う
長
い
時
間
も
従
日
至

せ
て
大
乗
経
の
妙
法
蓮
華
教
菩
薩
法
仏
所
護
念
と
名
づ
く
る
を
説
き
、
六
十
小
劫
座
を
立
た
ず
、

時
会
聴
者
亦
坐
三
処
－
。
六
十
小
劫
身
心
不
レ
動
。
聴
－
－
仏
所
説
－
謂
ν如
－
－
食
拘
～

と
の
べ
て
お
り
、
発
文
法
華
経
は

( 11) 

食
と
思
わ
れ
た
と
い
う
記
述
は
、
法
華
経
で
は
序
品
の
中
に
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
日
月
灯
明
如
来
は
三
昧
よ
り
起
ち
妙
光
菩
薩
に
よ
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〈
す
べ
て
の
集
っ
た
人
々
は
同
一
の
坐
に
て
六
十
中
劫
の
閥
、
こ
の
世
尊
の
法
を
面
前
で
聞
い
た
、
か
の
集
っ
た
人
々
の
中
で
は
一
人

と
し
て
身
体
の
疲
労
や
心
の
疲
労
が
な
か
っ
た
。
）

と
の
ぺ
て
、
従
日
至
食
、
調
如
食
頃
を
心
の
疲
労

a詳
守
Emwgmws”
が
な
か
っ
た
と
抽
象
的
に
の
べ
て
い
る
。
心
の
疲
労
が
な
い
と
は

『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
撞
盆
因
。



『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
握
ハ
望
月
〉

心
が
緊
張
し
充
実
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
か
ら
、
短
い
時
聞
に
感
じ
た
と
い
う
こ
と
で
差
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
法
華
経
は
こ
れ
を
説

法
の
場
面
に
使
用
し
て
い
る
の
に
、

『
大
智
度
論
』
は
経
典
に
対
す
る
菩
躍
の
不
可
思
議
三
味
の
力
の
説
明
に
使
用
し
て
い
る
。

ω
『
大
智
度
論
』
巻
七
十
九
は
、

仏
亦
名
為
ν宝
。
亦
名
為
－
－
無
上
福
岡
－
。
若
人
従
ν仏
種
＝
善
根
－
。
必
以
三
二
乗
法
－
入
＝
湿
梁
－
不
レ
虚
。
如
－
－
法
華
中
説
一
。
有
ν人
或
以
＝

一
華
－
或
以
－
－
少
香
－
供
＝
養
於
仏
－
。
乃
至
一
称
＝
南
無
仏
－
。
如
レ
是
等
人
皆
当
－
－
作
仏
－
。

と
し
て
、
有
人
の
但
五
波
羅
蜜
を
行
じ
作
仏
せ
ん
と
欲
す
る
時
、
乃
ち
空
を
観
ず
、
何
ぞ
用
い
て
常
に
般
若
波
羅
蜜
の
知
り
難
く
得
難
き

空
行
を
行
ぜ
ん
や
、
と
の
質
問
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
の
答
は
、
要
ず
三
乗
を
得
て
浬
梁
に
入
る
と
も
、
ま
さ
に
了
了
に
六
波

白
捌
》

一
切
種
智
を
了
了
に
行
ず
る
が
故
に
疾
く
仏
道
を
得
る
の
だ
と
な
し
て
い
る
。

羅
蜜
を
行
ず
ベ
し
、

( 18 ) 

法
華
経
の
方
便
品
は

是
故
舎
利
弗

我
為
設
－
一
方
便
一

説
－
一
諸
尽
苦
道
－

示
ν之
以
－
－
浬
柴
一

我
難
ν説
＝
浬
梁

是
亦
非
コ
真
滅

諸
法
従
ν本
来

常
自
寂

滅
相

仏
子
行
道
己

来
世
得
コ
作
仏
－

我
有
＝
方
便
力
－

閲
三
不
三
乗
法
－

一
切
諸
世
尊

皆
説
三
乗
道
－
－
－
－

と
説
示
し
、
更
に
若
し
人
が
塔
廟
・
宝
像
及
び
画
像
に
お
い
て
華
香
幡
蓋
を
以
っ
て
敬
心
に
供
養
す
、
若
し
人
散
乱
の
心
乃
至
一
華
を
以

っ
て
画
像
に
供
養
せ
ば
漸
く
無
数
の
仏
を
見
る
、
塔
廟
の
中
に
お
い
て
一
た
び
南
無
仏
と
す
れ
ば
皆
己
に
仏
道
を
成
義
々
と
示
し
て

い
る
。
党
文
法
華
経
は
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〈
舎
利
弗
よ
、
私
は
彼
等
に
苦
を
滅
せ
よ
と
方
便
を
語
り
、
苦
に
遭
っ
て
い
る
衆
生
ら
を
見
て
減
度
を
見
せ
る
。
こ
の
よ
う
に
一
切
の

法
は
最
初
か
ら
寂
静
で
常
に
滅
度
し
て
い
る
と
私
は
語
る
。
仏
の
息
子
ら
は
行
を
み
た
し
未
来
世
に
ジ
ナ
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
三
乗
を

現
わ
す
の
は
私
の
善
巧
方
便
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
に
一
乗
で
あ
り
、
道
理
は
一
つ
で
あ
り
、
指
導
者
の
教
え
も
一
つ
で
あ
る
〉

と
し
、
乱
れ
た
心
で
あ
っ
て
も
一
本
の
花
を
捧
げ
絵
像
に
供
養
し
て
も
幾
万
の
仏
に
順
次
に
お
会
い
出
来
、

一
度
だ
け
で
も
南
無
仏
と
唱

え
れ
ば
最
高
の
菩
提
に
到
達
す
る
、
と
せ
ら
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
『
大
智
度
論
』
が
質
問
の
中
で
引
用
し
た
法
華
経
説
は
、
三
乗
を
説
い
て
来
た
が
実
は
一
仏
乗
だ
け
で
あ
る
と
す
る
説
示
に

お
け
る
表
現
の
み
を
と
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

( 19) 

ω
『
大
智
度
論
』
巻
八
十
四
は
、

曽
っ
て
仏
の
功
徳
の
能
く
人
の
老
病
死
の
苦
を
度
す
る
を
聞
き
、

若
く
は
多
く
若
く
は
少
く
供
養

し
、
及
び
名
字
を
称
す
れ
ば
、
無
量
の
福
を
得
、
亦
苦
を
畢
っ
て
尽
き
ざ
る
に
至
る
と
し
た
上
で
、
須
菩
提
の
世
尊
よ
、
若
し
諸
法
実
相

は
壊
す
る
こ
と
無
き
が
故
に
二
仏
異
な
る
こ
と
無
し
と
せ
ば
、
今
仏
分
別
し
て
諸
法
は
是
れ
色
、
是
れ
受
想
行
識
、
乃
至
是
れ
有
、
是
れ

無
為
法
な
り
と
説
く
は
、
ま
さ
に
諸
法
の
相
を
壊
す
る
こ
と
無
き
や
、
と
の
質
問
を
挙
げ
て
、
仏
は
種
々
に
分
別
し
て
諸
法
を
説
く
と
難

も
、
但
、
言
説
を
以
っ
て
衆
生
を
し
て
解
を
得
、
心
に
所
著
す
る
こ
と
無
か
ら
し
め
ん
と
欲
す
。
若
し
二
仏
共
に
語
る
も
諸
法
の
名
字
を

説
く
べ
か
ら
ず
。
衆
生
は
仏
に
及
ぶ
者
な
く
牽
引
し
て
解
せ
し
め
ん
と
欲
す
る
を
以
つ
て
の
故
に
是
は
普
1

是
は
悪
と
説
く
の
み
、
と
答

ぇ
、
更
に

『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
握
ハ
望
月
）
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華
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如
s
法
華
経
説
－
－
火
宅
－
以
－
－
一
一
一
乗
－
引
＝
出
諸
子
－
。
但
以
－
一
名
相
－
説
－
－
諸
法
－
不
ν壊
＝
第
一
義
－
。

と
し
、
名
相
を
以
っ
て
衆
生
の
た
め
に
説
く
と
難
も
実
事
有
る
こ
と
無
く
ん
ば
、
ま
さ
に
虚
妄
な
る
こ
と
無
か
ら
ん
や
、
と
の
質
問
に
対

し
、
聖
人
は
世
俗
に
随
っ
て
言
説
す
る
も
、
中
に
お
い
て
名
相
に
著
す
る
処
有
る
こ
と
無
し
、
仏
は
此
の
中
に
自
ら
因
縁
を
説
く
、
凡
夫

内悶》

の
如
き
は
苦
を
説
か
ば
名
に
著
し
相
を
取
る
、
諸
仏
及
び
弟
子
は
ロ
に
苦
く
説
い
て
心
に
著
せ
ず
等
と
答
え
て
い
る
。

二
仏
と
は
真
仏
・
化
仏
の
こ
と
で
あ
り
、
供
養
等
を
な
す
も
の
は
倶
に
無
量
の
福
を
得
、
仏
の
説
法
は
種
々
に
分
別
し
て
説
か
れ
る
も

倶
に
第
一
義
の
た
め
の
故
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
を
証
す
る
た
め
に
法
華
経
の
響
喰
品
の
説
示
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

妙
法
華
経
は
こ
の
箇
所
で
、

如
下
彼
長
者
初
以
＝
三
車
－
誘
－
一
引
諸
子
－
。
然
後
但
与
－
一
大
車
宝
物
荘
厳
安
隠
第
一
－
。
無
申
虚
妄
之
径
九
如
来
亦
復
如
レ
是
。
無
レ
有
－
－
虚

妄
－
。
初
説
三
二
乗
一
引
－
一
導
衆
生
－
。
然
後
但
以
－
－
大
乗
－
而
度
＝
脱
お
ザ

と
し
、
党
文
法
華
経
は

g
a
1
3
5
8山
口
仰
自

ωω
町
e
E
S
E
ω
三

官

同

5
8
E
S
B『
品
’
〈
脚
色
。

σvmw』
諸
島

3
5
g包
可
帥
ロ
宮
司
石
包
R
2
1守的世

S
噸
削
召
宮
田
町
－

wwg仰
B
o
w
ω
B
S卵
白

島

仰

』

M可川
町
出

s
g
2
0芯
召
向
日

a
g恒
ω
8
g
s
g
g
ω
，Bミω
召

8
2巴
ω召
回
同
町

ω
1
4
g
g
’

包

S
B
＠

wm』
4
R
S
5
2
0島町
ω1M可
削
旬
。
白
雪
印

ω
R
S包
g
o
m
g』
吋
川
町
届

5

2卵
色

a
gヨ
F
F削君。け

〈
た
と
え
ば
、
舎
利
弗
よ
、
か
の
人
が
三
乗
を
示
し
な
が
ら
、
か
の
子
供
ら
す
べ
て
に
唯
一
の
大
乗
を
与
え
た
。
七
宝
づ
く
り
で
す
べ

て
の
装
飾
で
か
ざ
ら
れ
、
同
じ
色
の
素
晴
ら
し
い
乗
、
す
べ
て
に
最
高
の
乗
を
与
え
た
か
ら
と
い
っ
て
、
か
の
人
に
嘘
言
が
あ
る
の
で

は
な
い
〉

と
し
て
、

av 

如
来
は
方
便
に
よ
っ
て
三
乗
を
示
し
な
が
ら
大
乗
に
よ
っ
て
衆
生
等
を
浬
柴
さ
せ
た
と
し
て
も
嘘
言
者
で
は
な
い
と
し
て
い

(20 ) 



る。
す
な
わ
ち
『
大
智
度
論
』
で
第
一
義
と
な
さ
れ
て
い
る
の
は
、
法
華
経
で
は
大
乗
自
制

wg’
叫
刷
局
加
の
こ
と
で
あ
り
、
不
壊
は
虚
妄
宮
守

色
』
ぐ
脚
色
官
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
解
り
、
と
も
に
仏
の
広
大
無
辺
な
力
、
は
か
ら
い
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る

で
あ
ろ
う
。

ω
『
大
智
度
論
』
巻
八
十
八
に
は
、

若
し
衆
生
あ
り
菩
麗
を
割
識
し
、

或
は
そ
の
肉
を
食
わ
ば
当
に
罪
あ
る
べ
し
、

云
何
ぞ
得
度
せ
ん

ゃ
、
と
の
質
問
に
対
し
て
、
こ
の
菩
薩
に
は
本
願
あ
り
、
若
し
衆
生
有
っ
て
我
が
肉
を
敬
わ
ば
当
に
得
度
せ
し
む
べ
し
と
。
経
中
に
説
く

が
如
し
。
衆
生
菩
薩
の
肉
を
食
わ
ば
則
ち
慈
心
生
ず
。
：
：
・
・
肉
を
吸
う
を
以
つ
て
の
故
に
得
度
す
る
に
非
ず
、
慈
心
を
起
発
す
る
を
以
つ

て
の
故
に
畜
生
を
免
る
る
を
得
、
善
処
に
生
じ
仏
に
値
い
得
度
す
。
菩
麓
有
り
無
量
阿
僧
紙
劫
に
お
い
て
深
く
慈
心
を
行
じ
、
外
物
を
衆

( 21) 

生
に
給
施
す
る
も
意
な
お
満
た
ず
、
並
に
自
ら
身
を
以
っ
て
布
施
す
、
と
し
て

白
凶
V

如
－
－
法
華
経
中
－
。
薬
王
菩
麓
外
物
珍
宝
供
－
－
養
仏
－
。
窓
猶
不
レ
満
。
以
ν身
為
ν
灯
供
＝
養
於
仏
－
。
爾
乃
足
ν満。

と
、
薬
王
菩
薩
本
事
品
の
説
示
を
と
り
あ
げ
て
関
説
し
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
法
華
経
は
、
薬
王
菩
麗
の
本
生
た
る
一
切
衆
生
喜
見
菩
薩

ω
R
4
0
8
2
4
8ュ
匂
包
R
E
S
の
故
事
を
と
り
あ
げ
、
こ
の
菩
薩
が
楽
っ
て
苦
行
を
な
し
、
仏
を
供
養
し
た
上
で
、

我
雌
下
以
－
－
神
力
－
供
－
－
養
仏
エ
。
不
ν如
－
－
以
レ
身
供
養
－
。

と
考
え
、
自
ら
身
を
灯
し
た
時
に
諸
仏
が
、
善
哉
善
哉
、
こ
れ
真
の
精
進
な
り
と
し
、

以
＝
・
：
如
ν是
等
種
種
諸
物
－
供
養
。
所
レ
不
ν能
ν及
。
仮
使
圏
域
妻
子
布
施
亦
所
ν
不
ν及
。
善
男
子
。
是
名
コ
第
一
之
施
－

F
－
諸
施
中
－
最

《町
V

尊
最
上
。
以
ν法
供
－
－
義
諸
如
来
－
故
。
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と
し
て
お
り
、
党
文
法
華
経
も
ま
た

s
s
s
m
a
S
T
H
M同
仰
許
容
皆
吉

g菅
島

R
E
Sロ
ω
σ
g
m
m
g
g
f
z
w
w叫
g
v
v
g住
吉
伸

F
．g
自
ち
g
g
d
R
R志向
8
2
一

．
向
島

ωヨ
S
H
W
E
t宮
冒
険
m
g，
官
包
E
S
S
Eけ
E
H息
苦
1宮
号
可
制
官
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s
gヨ
S
E
3
1宮
g
I
V
V卸同志
l
司

mE号制
B

mω
ム仰

B
B
二
百
召
宮
邑
制

wfw巳
守

HMEEd訟
Z
B略的
F
4
R仰
胃

S
R脚
胃

8
5仏
F
R
B州H
，Z
』仰匂
0

．3
自

営

g
m
v
g
g
I

《邸）

M
M

仰
弘
許
可
広
島
一

（
神
通
力
の
奇
跡
を
示
し
て
世
尊
へ
の
供
養
を
し
た
と
し
て
も
、
自
分
の
身
体
を
捨
て
る
に
は
及
ば
な
い
と
。
：
：
：
善
男
子
よ
、
こ
れ

は
最
高
の
布
施
で
あ
り
、
王
位
を
捨
て
て
布
施
し
て
も
、
愛
す
る
息
子
や
妻
を
捨
て
て
布
施
し
て
も
及
ば
な
い
。
亦
、
善
男
子
よ
、
自

分
の
身
体
を
捨
て
る
こ
と
は
、
最
勝
最
高
、
最
妙
、
上
妙
の
法
供
養
で
あ
る
。
〉

と
し
て
お
り
、
同
様
の
意
味
を
伝
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
大
智
度
論
』
が
外
物
の
珍
宝
と
な
し
て
い
る
の
は
、
単
に
珍
宝
だ
け
で
は
な

く
、
自
分
の
身
体
以
外
の
愛
妻
・
愛
子
を
も
含
む
こ
と
に
な
る
が
、
人
聞
が
本
当
に
愛
す
る
も
の
は
自
分
の
生
命
だ
と
い
う
こ
と
を
暗
示

す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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『
大
智
度
論
』
は
布
施
に
二
つ
あ
り
と
し
、
外
物
の
布
施
と
身
を
以
つ
て
の
布
施
と
し
て
、
後
者
が
勝
れ
て
い
る

こ
と
を
説
く
の
は
論
を
待
た
な
い
が
、
こ
の
捨
身
供
養
は
菩
薩
の
本
願
慈
心
に
よ
る
と
す
る
が
、
薬
王
菩
薩
の
本
生
の
生
き
ざ
ま
が
影
響

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ω
『
大
智
度
論
』
巻
九
十
三
は
、

一
切
仏
若
人
好
心
開
ν名
皆
当
ν
至
レ
仏
。
如
－
－
法
華
経
中
説
－
。
福
徳
若
大
若
小
皆
当
－
一
作
仏
場

と
の
質
問
を
挙
げ
て
い
る
。
妙
法
華
経
の
方
便
品
に
は



若
関
ν法
布
施

或
持
戒
忍
辱

精
進
禅
智
等

種
種
修
－
－
福
徳
－

如
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人
等
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V

皆
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＝
仏
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と
あ
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発
文
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華
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S
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E
W
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思
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田
町
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富
品
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民
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m
m
v

S
R
B忠
一
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志
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官
同
一
宮
ミ
皆
同

Z
S民
吉
区

g
g
a
σ
o
a
z
u話
各

g
t冒
σ
E
E
q

－－

ハ
彼
等
の
面
前
で
法
を
説
き
、
或
は
聞
い
た
衆
生
等
は
、
布
施
を
施
し
、
戒
を
持
ち
、
忍
障
の
行
、

一
切
の
行
を
成
就
し
た
。
精
進
、

禅
定
へ
の
努
力
を
な
し
、

般
若
に
よ
っ
て
法
が
思
惟
さ
れ
、

種
々
な
福
徳
が
な
さ
れ
た
。
彼
等
の
一
切
は
菩
提
を
得
る
も
の
と
な
っ

た
。
〉
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と
な
さ
れ
て
、
と
も
に
六
波
羅
蜜
を
行
じ
福
徳
を
積
ん
だ
も
の
が
仏
道
（
菩
提

g島
区
〉
を
成
ず
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
大

智
度
論
』

の
若
大
若
小
の
表
現
と
は
相
異
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

法
華
経
は
経
巻
に
対
す
る
受
持
読
語
解
説
書
写
等
を
強
く
指
摘

し

一
句
一
備
に
対
し
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
さ
れ
る
場
合
で
も
福
徳
を
積
む
こ
と
が
出
来
、
仏
道
を
成
じ
う
る
こ
と
を
各
所
で
説
示

し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

〈昭》
い
か
ら
で
あ
る
。

若
大
若
小
皆
当
作
仏
と
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
根
本
の
真
仏
は
大
小
の
異
を
分
別
す
る
こ
と
あ
る
こ
と
な

ω同
じ
巻
九
十
三
は
、
上
の
阿
韓
政
致
品
の
中
に
如
是
相
を
説
く
、
こ
れ
阿
碑
故
致
な
り
、
如
是
相
は
阿
稗
践
致
に
非
ず
、
阿
稗
駿
致
は

即
ち
こ
れ
畢
定
な
り
、
須
菩
提
、
今
何
を
以
っ
て
か
更
に
問
う
と
の
質
問
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
答
の
中
に
、
般
若
波
羅
蜜

に
は
種
々
問
あ
り
、
阿
稗
肢
致
は
こ
れ
一
門
の
中
の
説
な
り
、
今
畢
定
を
聞
い
更
に
異
門
を
問
う
と
し
、
仏
心
の
中
に
は
一
切
衆
生
、

『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
撞
ハ
望
月
〉



『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
揖
ハ
望
月
〉

切
法
は
皆
畢
定
な
り
云
去
と
の
ベ
た
後
に
お
い
て
、

間
三
法
華
経
中
説
－
。
於
＝
仏
所
作
少
功
徳
－
。
乃
至
戯
笑
一
称
＝
南
無
仏
－
。
漸
々
必
当
＝
作
仏
、

叉
間
三
阿
縛
敏
致
品
中
有
－
－
退
不
退
－
。

叉
復
閲
忌
戸
聞
人
皆
当
＝
作
仏
－
。
若
爾
者
不
レ
応
ν有
ν退
。
如
z
法
華
経
中
説
＝
畢
定
－
。
余
経
説
s
有
ν退
有
－
－
不
退
－
。
是
故
今
問
為
－
－
畢

定
－
為
－
－
不
畢
定
－
。

と
し
て
、
そ
の
上
で
、
菩
薩
は
畢
定
な
り
、
不
畢
定
は
二
乗
な
り
但
だ
大
乗
の
中
に
お
い
て
畢
定
な
り
、
畢
定
と
は
必
当
作
仏
な
し
惜
し
ゲ
な

し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
み
る
と
、
阿
韓
抜
致
品
や
余
経
は
退
不
退
（
畢
定
不
畢
定
〉
を
説
く
が
法
華
経
は
畢
定
だ
け
を
説
き
必
当
作

仏
を
説
く
と
い
う
こ
と
で
迷
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
法
華
経
の
方
便
品
は
、

乃
至
童
子
戯av 

成
－
－
仏
道
－

来
ν沙
為
－
－
仏
塔
－

如
ν是
諸
人
等

皆
己
成
－
－
仏
道
－
：
：
：
如
ν是
諸
人
等

漸
漸
積
＝
功
徳
－

具
－
－
足
大
悲
心

皆
己
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と
示
し
、
党
文
法
華
経
は

ω腎
ω
g
t
g
a仰
ロ
品
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R
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ω
R
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S
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一

ω
R
S
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S
S
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－MM品
t
’wo寄
与

g
B脚
色
”
窓
口
仲
仰

g
E
t
g島民
ω胸
骨

Z
E
－－

〈
又
、
幼
児
ら
が
遊
び
に
お
い
て
そ
こ
こ
こ
に
ジ
ナ
の
た
め
に
砂
づ
く
り
の
塔
を
つ
く
る
、
彼
等
の
一
切
は
菩
提
を
得
る
も
の
と
な
っ

た
。
大
人
で
も
幼
児
で
も
壁
に
（
像
を
か
け
ば
〉
一
切
の
彼
等
は
慈
悲
あ
る
も
の
と
な
り
、
幾
千
万
の
生
命
あ
る
も
の
を
救
い
、
沢
山

な
菩
薩
た
ち
を
導
い
た
〉

で
あ
り
、
妙
法
華
経
と
党
文
法
華
経
と
で
は
微
妙
な
相
異
が
認
め
ら
れ
る
が
、
大
意
に
お
い
て
は
大
差
な
く
、
僅
か
な
功
徳
で
も
成
仏
道



と
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
皆
己
成
仏
道
は
一
仏
乗
の
開
顕
に
起
因
す
る
の
で
あ
る
が
、

『
大
智
度
論
』
が
ふ
れ
る
法
華
経
中
の

説
は
そ
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

仰
更
に
巻
九
十
三
は
、
菩
薩
は
退
し
て
不
畢
定
と
い
い
、
あ
る
時
に
は
菩
薩
は
畢
定
し
て
不
退
な
り
と
仏
は
い
う
が
、
何
れ
が
実
で
あ
る

か
と
の
聞
に
対
し
、
二
事
み
な
実
な
り
と
し
、
阿
縛
多
羅
三
貌
三
菩
提
を
僻
怠
し
牢
固
な
ら
ざ
る
者
、
か
く
の
如
き
人
は
戸
間
道
に
従
っ

て
得
度
し
、
而
も
戸
聞
を
求
め
ず
久
し
く
生
死
の
中
に
お
い
て
苦
を
受
く
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
発
心
す
る
も
の
は
恒
河
沙
の
如
き
も
、
阿

稗
故
致
を
得
る
も
の
は
若
は
一
若
は
二
と
説
き
、
大
悲
心
薄
く
自
ら
身
を
愛
し
重
ん
ず
、
こ
の
人
は
仏
は
得
が
た
く
多
く
退
す
る
者
あ
り

と
聞
い
て
、
我
は
仏
を
得
る
こ
と
能
わ
ず
と
思
う
人
の
た
め
に
、

《
鑓
》

為
－
－
是
人
－
故
説
二
切
菩
盛
乃
至
初
発
心
皆
畢
定
－
。
如
＝
法
華
経
中
説
－
。
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と
な
し
て
い
る
。
こ
の
法
華
経
中
説
に
闘
し
、
妙
法
華
経
の
序
品
の
末
侮
の

諸
人
今
当
ν知

若
有
－
－
疑
悔
者
－

仏
当
z為
除
断

令
－
－
尽
無
P
有
レ
ム
時

合
掌
一
心
待
：
：
：
諸
求
＝
三
乗
－
人

《
鴎
》

の
句
が
、
そ
れ
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
す
る
党
文
法
華
経
は
、
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ハ
よ
き
心
で
自
制
し
、
合
掌
せ
よ
、
世
間
の
た
め
に
慈
悲
深
き
人
は
〈
法
を
〉
説
く
。
：
：
：
何
か
菩
提
に
む
か
う
菩
藍
た
ち
が
、
こ
の

世
で
不
確
実
で
疑
い
や
惑
い
が
あ
る
な
ら
ば
、
賢
者
は
自
分
の
子
供
ら
の
た
め
に
と
り
除
く
で
あ
ろ
う
。
〉

『
大
智
度
諭
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
揖
ハ
望
月
）



『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
握
ハ
望
月
〉

と
な
さ
れ
て
お
り
、
と
も
に
仏
を
一
心
合
掌
す
る
人
々
に
対
し
て
仏
が
疑
惑
等
を
断
ち
切
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
表

現
が
『
大
智
度
論
』
が
法
華
経
中
説
と
し
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

側
同
じ
巻
九
十
三
は
更
に
、
阿
羅
漢
の
先
世
の
因
縁
に
て
受
く
る
所
の
身
は
必
ず
ま
さ
に
減
す
ベ
し
、
何
処
に
か
住
在
し
て
仏
道
を
具
足

す
る
や
、
と
の
質
問
に
対
し
て
、

得
－
－
阿
羅
漢
－
時
。
三
界
諸
漏
因
縁
尽
。
更
不
s
復
生
三
ニ
界
－
有
－
－
浄
仏
土
－
出
－
－
於
三
界
－
。
乃
至
無
－
－
煩
悩
之
名
－
。
於
＝
是
国
土
仏
所
－
。

開
－
－
法
華
経
一
具
コ
足
仏
道
－
。
如
－
－
法
華
経
説
－
。
有
＝
羅
漢
－
若
不
レ
聞
－
一
法
華
経
－
自
調
ν得
－
－
滅
度
－
。
我
於
コ
余
国
－
為
説
－
－
是
事
－
。
汝
皆

a
N
V
 

当
＝
作
仏
－
。

と
示
し
て
い
る
。
こ
の
文
の
後
半
の
と
こ
ろ
が
法
華
経
の
説
示
と
な
さ
れ
て
い
る
が
、
化
城
喰
品
は
、
こ
の
諸
の
衆
生
に
し
て
今
、
戸
閲
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地
に
住
す
る
こ
と
あ
る
者
に
、
我
常
に
阿
梼
多
羅
三
貌
三
菩
提
を
教
化
す
。
こ
の
諸
人
等
は
ま
さ
に
こ
の
法
を
以
っ
て
漸
く
仏
道
に
入
る

ベ
し
、
と
し
た
上
で
、

我
滅
度
後
。
復
有
＝
弟
子
－
不
ν問
－
－
是
経
－
。
不
ν知
三
不
ν覚
－
－
菩
薩
所
行
－
。
自
於
＝
所
得
功
徳
－
生
－
－
滅
度
想
－
。
当
レ
入
＝
浬
梁
－
。
我
於
＝
余

国
－
作
仏
。
更
有
－
桑
名
古
是
人
難
下
生
－
－
滅
度
之
想
－
入
申
於
浬
築
主
。
而
於
＝
彼
土
－
求
＝
仏
智
慧
－
。
得
ν
開
＝
是
経
－
。
唯
以
＝
仏
乗
－
而
得
－
－

滅
度
－
。

と
し
て
、

一
切
衆
生
を
し
て
作
仏
さ
せ
る
こ
と
を
の
べ
て
い
る
。
党
文
法
華
経
は
、
声
聞
の
地
位
に
い
る
も
の
が
、
無
上
等
正
覚
に
向
っ

て
成
熟
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
と
し
て
、
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ヨ
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S
B
一

ハ
私
が
浬
擦
に
入
っ
た
未
来
の
世
に
お
い
て
戸
間
ら
が
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
彼
等
は
菩
薩
の
行
を
聞
い
て
も
、
我
々
が
菩
躍
な
の
だ
と

覚
る
こ
と
が
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。
比
丘
た
ち
よ
彼
等
の
一
切
は
浬
撲
の
想
い
を
い
だ
き
、
浬
襲
に
入
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
実
に

叉
、
比
丘
た
ち
ょ
、
私
は
他
の
世
界
に
お
い
て
異
っ
た
名
前
で
住
む
時
、
彼
等
は
如
来
の
智
を
求
め
て
そ
こ
に
生
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
又
、
彼
等
は
こ
れ
を
聞
く
で
あ
ろ
う
。
如
来
た
も
の
湿
撲
は
一
つ
で
あ
り
、
他
に
第
二
の
滅
度
は
存
在
し
な
い
、
と
。
）

と
し
て
、
官
民
号

4
g
以
外
は
真
の
浬
撲
で
は
な
く
、

そ
れ
こ
そ
が
求
め
ら
る
べ
き
仏
の
道
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
即
ち
、
声
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門
の
ま
ま
で
減
度
し
た
者
の
た
め
に
は
、
仏
が
異
名
を
も
っ
て
そ
の
固
に
生
じ
作
仏
を
得
せ
し
め
よ
う
と
い
う
の
が
法
華
経
の
説
く
と
こ

ろ
で
あ
り
、

『
大
智
度
論
』
の
説
示
も
そ
れ
を
う
け
て
い
る
こ
と
を
知
り
う
る
。

以
上
は
『
大
智
度
論
』
の
記
述
中
に
法
華
経
の
説
示
が
引
用
さ
れ
る
か
、
そ
の
句
の
要
旨
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ

の
外
、
三
箇
所
に
お
い
て
法
華
経
に
つ
い
て
の
指
摘
が
み
ら
れ
る
。

ω
『
大
智
度
論
』
巻
五
十
七
の
中
に
、
無
疑
と
決
了
と
何
の
異
り
か
あ
る
や
と
の
聞
に
対
し
、
三
宝
を
信
ず
る
が
故
に
是
れ
無
疑
、
智
慧

究
寛
の
故
に
是
れ
決
了
な
り
、
と
し
て
、
経
の
発
心
し
て
阿
梅
多
羅
三
薮
三
菩
提
心
を
行
じ
、
菩
薩
道
を
行
ず
る
も
、
是
の
衆
生
は
般
若

波
羅
蜜
の
方
便
力
を
遠
離
す
る
が
故
に
、
若
は
一
若
は
二
、
阿
韓
政
地
に
住
し
、
多
く
は
戸
閥
幹
支
仏
地
に
堕
す
、
：
：
：
諸
余
の
善
法
も

『
大
智
度
輪
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
担
ハ
望
月
）



『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
握
ハ
望
月
〉

て
般
若
波
羅
蜜
の
中
に
入
る
、
を
う
け
て
、

諸
余
普
法
入
－
－
般
若
波
羅
蜜
－
者
是
諸
余
経
。
所
調
法
華
経
密
迩
経
等
。
十
二
部
経
中
義
同
＝
般
若
－
者
。
難
レ
不
三
名
為
＝
般
若
波
羅
蜜
経
－
。

品
川
》

然
義
理
即
同
－
－
般
若
波
羅
蜜
－
。

と
し
て
い
る
。
即
ち
、
経
に
い
う
諸
余
善
法
と
は
諸
余
の
経
で
、
法
華
経
も
そ
の
中
に
入
り
、
こ
と
さ
ら
般
若
波
羅
蜜
と
い
わ
ず
と
も
義

理
は
同
一
な
の
だ
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
妙
法
華
経
の
分
別
功
徳
品
は
、

一
念
信
解
の
功
徳
を
の
べ
る
に
際
し
、
寿
命
長
遠
を
閲

き
一
念
信
解
を
す
る
人
の
功
徳
は
限
量
あ
る
こ
と
な
く
、

於
＝
八
十
万
億
那
由
他
劫
－
。
行
＝
五
波
羅
蜜
－
：
：
：
除
－
－
般
若
波
羅
蜜
－
。

こ
の
功
徳
を
も
っ
て
先
の
功
徳
に
比
べ
て
も
、
百
分
千
分
百
千
万
億
分
の
一
に
も
及
ば
な
可
と
し
て
、

《
市
》

讃
し
て
い
る
が
、
党
文
法
華
経
も
同
様
で
あ
る
。

一
念
信
解
に
対
す
る
功
徳
を
賞

《
持
》

こ
こ
で
何
故
に
法
華
経
が
除
般
若
波
羅
蜜
、

i
B
E
g
f
冒
と
m
p匂
仰

g
g宗
ミ
伽
と
な
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
詳
論
を
さ
け
る
が
、
施
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護
訳
の
『
仏
母
出
世
三
法
蔵
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
に
は
、

於
－
－
此
般
若
波
羅
蜜
多
－
発
－
一
信
解
心
－
。
自
当
τ受
持
読
諦
記
念
。
後
為
＝
他
人
－
広
説
＝
流
布
－
。
普
令
2

衆
生
－
得
－
一
大
普
利
－
。
使
＝
其
正

《
押
》

法
－
久
市
住
世
間
h
o
i
－
－
－
此
善
男
子
善
女
人
得
－
一
福
甚
多
－
。

と
あ
り
、
『
八
千
頚
般
若
経
』
〉
忽

m
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mwug古
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ハ
こ
の
般
若
波
羅
蜜
を
信
じ
て
信
頼
し
、
信
解
し
て
心
に
浄
信
し
、
覚
り
へ
の
心
を
お
こ
し
：
：
：
〉



と
あ
り
、
更
に
、
宗
教
的
な
心
で
般
若
波
羅
蜜
を
聞
き
、
習
い
、
覚
え
、
唱
え
、
理
解
し
、
宣
べ
、
説
き
、
述
べ
、
教
示
し
、
読
請
し
、

他
人
の
た
め
に
解
説
す
る
な
ら
ば
、
実
に
沢
山
な
福
徳
を
得
る
で
あ
ろ
う
、
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
分
別
功
徳
品
が
い
う
加
来
寿

命
長
逮
ハ
法
華
経
〉
に
対
す
る
一
念
信
解
、
更
に
は
五
種
法
師
に
対
す
る
あ
り
方
と
同
一
窓
越
が
、
般
若
波
羅
蜜
に
対
し
て
の
べ
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
知
り
う
る
。
こ
の
こ
と
は
分
別
功
徳
品
が
一
念
信
解
の
功
徳
を
の
べ
る
に
際
し
、
五
波
羅
蜜
の
功
徳
と
対
比
し
な
が
ら
、
般

若
波
羅
蜜
を
除
外
し
た
の
は
、
般
若
波
羅
蜜
に
対
す
る
行
と
、
如
来
寿
命
長
遠
に
対
す
る
行
と
が
異
趣
の
も
の
と
は
捉
ら
え
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
、
同
一
意
趣
の
も
の
と
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
故
に
『
大
智
度
論
』
は
、
諸
余
の
善
法
と
は
諸
余
の
経

で
あ
り
、
法
華
経
密
迩
経
等
の
十
二
部
経
の
中
の
義
は
、
般
若
に
同
ず
る
も
の
で
名
づ
け
て
般
若
波
羅
蜜
と
な
さ
ず
と
難
も
、
然
も
義
理

は
即
ち
般
若
波
羅
蜜
と
同
じ
、
と
な
し
た
も
の
で
あ
る
う
。

( 29 ) 

ω
『
大
智
度
論
』
巻
百
に
は
二
箇
所
に
わ
た
り
法
華
経
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
る
。

一
は
般
若
波
羅
蜜
を
も
っ
て
仏
が
阿
難
に
嘱
果
し
た
と

す
る
径
の
説
示
を
と
り
あ
げ
て
、
阿
難
は
声
聞
人
で
あ
る
の
に
、
阿
難
に
般
若
波
羅
蜜
を
嘱
累
し
弥
勘
等
の
大
菩
匿
に
し
な
か
っ
た
の
は

何
故
か
と
の
質
問
を
設
け
、
阿
難
は
常
に
仏
に
侍
し
聞
持
陀
羅
尼
を
得
て
、

一
度
聞
け
ば
失
わ
ず
、
六
神
通
三
明
に
し
て
共
解
脱
し
、
五

百
の
阿
羅
漢
の
師
で
利
益
す
る
こ
と
多
き
が
故
に
嘱
累
し
た
の
で
あ
り
、
諸
大
菩
薩
は
仏
減
後
は
各
地
に
分
散
し
、
随
所
に
度
す
べ
き
衆

生
国
土
に
至
り
、
深
く
般
若
波
羅
蜜
力
を
知
る
を
以
っ
て
苦
し
ん
で
嘱
累
す
る
こ
と
を
須
い
な
い
の
だ
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
更
に
、
若

し
繭
ら
ば
法
華
経
、
諸
余
の
方
等
経
は
何
を
以
っ
て
か
喜
王
諸
菩
薩
等
に
嘱
果
す
る
や
の
聞
を
設
け
、

有
人
言
。
是
時
仏
説
コ
甚
深
難
信
之
法
－
。
戸
閑
人
不
ν
在
。
又
如
s
仏
説
－
一
不
可
思
議
解
脱
経
－
。
五
百
阿
羅
漢
錐
ν
在
＝
仏
辺
－
而
不
レ
問
。

或
時
得
レ
開
而
不
レ
能
ν
用
。
是
故
嘱
コ
里
山
諸
菩
薩
－
。

『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
握
ハ
望
月
〉



『
大
智
度
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に
お
け
る
法
華
経
の
把
握
ハ
望
月
〉

と
し
、
何
法
か
甚
深
に
し
て
般
若
に
勝
れ
る
者
あ
る
か
、
般
若
を
以
っ
て
阿
難
に
嘱
累
し
余
の
経
を
菩
蕗
に
嘱
果
せ
る
や
、
と
の
聞
に
対

し
て
、

円
相
》

般
若
波
羅
蜜
非
＝
秘
密
法
－
。
而
法
華
等
諸
経
説
－
一
阿
羅
漢
受
決
作
仏
－
。
大
菩
薩
能
受
持
用
。
響
如
＝
大
薬
師
能
以
ν毒
為
p
薬。

と
な
し
て
い
る
。
こ
れ
は
般
若
に
は
共
芦
聞
説
と
、
十
方
の
十
地
に
住
せ
る
大
菩
薩
の
た
め
に
説
く
も
の
と
の
二
種
が
あ
る
た
め
だ
と
い

ぅ。

【卸》

法
華
経
が
こ
の
法
は
難
解
難
入

m
g
g
g召
合
同
生
官
官
品
目

gcgavg
（
深
く
見
が
た
く
解
し
が
た
い
）
で
あ
り
、

少
ν有
－
－
能
信
者
－
、
向
田
島
町
包
含
円
5
0可制
W

M
『

g
g＆
告
円
四

azo
－仏
ω
函
ぐ
山
口
脚

3
－S
ハ
指
導
者
よ
、
彼
等
の
信
じ
難
い
も
の
が
今
日
説
か
れ

av 
た
〉
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
随
所
に
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
周
知
の
こ
と
で
あ
り
、
方
便
品
で
は
仏
が
法
華
経
を
説
示
し
よ
う
と
し
た

《飽】

時
、
座
に
あ
っ
た
五
千
人
の
増
上
慢
が
座
を
起
ち
退
去
し
た
こ
と
を
す
ら
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
又
、
声
聞
ら
に
授
記
し
た
こ
と
も
知
ら

《

邸

》

｝

れ
て
い
る
か
ら
、

甚
深
奥

( 30) 

『
大
智
度
論
』
は
、
こ
の
よ
う
な
法
華
経
の
あ
り
方
を
捉
ら
え
て
論
を
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
う
。

同
じ
巻
百
の
末
に
近
く
『
大
智
度
論
』
は
、
仏
が
阿
難
に
こ
の
般
若
波
羅
蜜
を
嘱
累
せ
ば
、
仏
の
般
浬
柴
の
後
に
阿
難
は
大
迦
葉
と
共

に
三
蔵
を
結
集
す
る
に
、
こ
の
中
に
何
を
以
っ
て
か
説
か
ざ
り
し
ゃ
、
と
の
質
問
を
挙
げ
、
摩
詞
術
は
甚
深
に
し
て
難
信
難
解
で
あ
り
、

三
蔵
は
三
十
万
備
、
摩
詞
術
は
無
量
無
限
、
法
華
経
等
の
諸
大
経
は
無
量
無
辺
に
し
て
大
海
の
中
の
宝
の
如
し
、
云
何
ん
ぞ
三
蔵
の
中
に

入
る
ベ
け
ん
や
、

大
物
は
小
に
入
る
る
こ
と
を
得
ず
。
若
し
間
わ
ん
と
欲
せ
ば
ま
さ
に
言
う
べ

《

M
V

し
。
小
乗
は
何
を
以
っ
て
か
摩
詞
街
の
中
に
在
ら
ざ
る
や
と
。
摩
詞
術
は
能
く
小
乗
の
法
を
兼
ね
る
が
故
な
り
、
と
な
し
て
い
る
。

小
物
は
ま
さ
に
大
の
中
に
あ
る
べ
し
、

こ
れ
は
小
乗
と
大
乗
と
の
比
較
の
中
に
お
い
て
、
諸
大
乗
経
の
名
を
挙
げ
た
も
の
で
、
法
華
経
も
そ
の
中
の
一
つ
と
し
て
挙
名
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
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一
O
九一

t
一
一
一
人
参
照

E
A
F
B
t
H
E
等

3 

以
上
、
『
大
智
度
論
』
に
引
用
さ
れ
る
法
華
経
の
文
節
に
つ
い
て
、
妙
・
党
両
法
華
経
と
の
対
比
に
お
い
て
検
討
を
試
み
た
が
、
以
下
、

ω巻
七
。

こ
れ
を
更
に
整
理
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

〔
質
疑
〕
諸
仏
の
法
は
法
と
し
て
自
ら
応
に
爾
る
ベ
し
、
何
を
以
っ
て
請
う
ベ
し
、
諸
仏
が
現
前
せ
ば
諮
え
て
も
、
現
前
せ
ざ

れ
ば
ど
う
し
て
請
う
の
か
。

〔
答
〕
諸
仏
は
説
法
す
る
に
人
の
請
を
待
た
ず
と
臨
も
請
う
者
は
福
を
得
等
と
語
り
、
請
う
人
な
け
れ
ば
諸



仏
は
担
架
に
入
り
説
法
し
な
い
者
あ
り
、
と
多
宝
如
来
を
挙
げ
て
い
る
。

〔
注
記
〕
多
宝
如
来
へ
の
言
及
は
干
か
ら
び
全
身
不
散
、
滅
度

後
に
関
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
、

証
明
法
華
の
普
願
の
故
に
法
を
請
え
ば

ハ
説
法
華
〉

出
現
し
証
明
す
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
ろ

ぅ
。
す
な
わ
ち
、
仏
は
現
前
の
有
無
に
よ
っ
て
と
ら
え
る
も
の
で
は
な
く
、
替
願
力
を
持
つ
故
に
説
示
を
請
う
姿
勢
が
肝
要
で
あ
る
こ
と

を
示
そ
う
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ω巻
九
。

〔
質
疑
〕
衆
生
ら
が
三
悪
道
に
堕
ち
て
い
る
の
に
、
何
故
に
諸
仏
菩
麓
は
来
な
い
の
か
。

か
ず
、
と
し
、
見
仏
の
あ
り
方
と
し
て
普
賢
菩
薩
の
功
徳
と
来
至
と
を
挙
げ
た
も
の
。

〔
比
呂
衆
生
は
罪
重
き
故
に
見
ず
閲

〔
注
記
〕
法
華
経
を
受
持
す
る
者
に
は
衰
患
を
除

か
ん
と
の
普
賢
菩
躍
の
語
と
、
普
賢
を
念
ず
れ
ば
六
牙
の
自
象
王
に
乗
っ
て
来
り
導
く
と
の
説
示
を
う
け
た
も
の
で
、

一
心
に
仏
を
念
ず

る
こ
と
の
肝
要
を
示
す
た
め
に
引
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

ω巻
十
。

〔
質
疑
〕
東
方
の
諸
仏
多
し
、
ど
う
し
て
菩
瑳
は
中
間
で
仏
を
供
養
し
来
る
か
。

〔
答
〕
菩
薩
は
常
に
仏
を
敬
う
、
諸
仏
は
第

〔
注
記
〕
供
養
の
あ
り
方
の
第
一
な
る
も
の
と
し
て
、
薬
王
菩
藍
の
焼
身
供
養
が
挙
げ
ら
れ
た
も
の
で
、
供
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一
の
福
岡
な
れ
ば
供
養
す
。

義
と
は
一
心
な
る
も
の
に
発
す
べ
き
も
の
と
し
て
引
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ω巻
二
十
六
。

〔
質
疑
〕
仏
は
衆
生
を
度
せ
ん
と
欲
し
息
ま
ざ
る
な
ら
何
を
以
っ
て
か
浬
撲
に
入
る
や
。

〔
答
〕
仏
が
衆
生
を
度
す
う
ち

の
第
二
の
滅
後
の
得
度
の
た
め
で
、
福
徳
の
因
縁
を
種
え
し
め
る
た
め
。

〔
注
記
〕
寿
量
品
の
良
医
の
鵬
首
は
、
仏
の
救
済
が
広
大
無
辺
な

る
こ
と
を
示
さ
ん
と
し
て
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

同
巻
三
十
。

〔
質
疑
〕
六
道
を
説
く
理
由
。

〔
答
〕
五
道
も
六
道
も
文
を
廻
し
た
も
の
で
他
意
は
な
い
。

〔
注
記
〕
法
華
経
は
五
・
六
道

の
う
ち
、
六
道
を
説
い
た
経
典
と
し
て
引
用
し
た
も
の
。

川
巻
三
十
二
。

〔
質
疑
〕
六
波
羅
蜜
の
功
徳
を
讃
歎
せ
ず
、
大
力
を
讃
え
る
の
は
何
故
か
。

〔
答
〕
善
法
の
果
報
を
楽
し
む
者
が
あ
る
た

『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
撞
ハ
望
月
〉



『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
鑑
ハ
望
月
）

〔
注
記
〕
仏
の
大
神
力
を
示
す
た
め
に
、
三
千
盛
点
劫
の
説
示
を
引
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

川
巻
三
十
二
。

め
、
仏
は
大
神
力
を
示
し
た
。

〔
質
疑
〕
菩
薩
は
何
故
に
須
弥
山
等
を
他
界
に
揚
げ
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
。

〔
答
〕
菩
薩
は
力
あ
り
仏
の
説
法
の
た
め

に
中
界
を
荘
厳
し
、
地
を
平
正
な
ら
し
め
る
た
め
。

〔
注
記
〕
見
宝
塔
品
の
遍
為
三
仏
土
－
宝
地
平
正
の
一
請
は
、
こ
の
こ
と
を
あ
ら
わ
す

も
の
と
し
て
引
用
せ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ば（8)
、巻

十

。

〔
質
疑
〕
菩
薩
は
未
だ
漏
尽
を
得
て
い
な
い
の
に
、
漏
尽
の
聖
人
の
前
に
あ
る
の
は
。

〔
答
〕
菩
薩
は
功
徳
智
慧
大
な
れ

一
切
を
利
益
す
、

故
に
菩
薩
は
常
に
仏
の
前
に
あ
り
導
き
、

後
に
従
っ
て
出
ず
。

初
発
意
の
時
す
で
に
一
切
衆
生
の
前
に
あ
り
、

仏
と
旋
回
薩
と
の
関
連
を
示
そ
う
と
し

た
も
の
で
あ
る
う
。

〔
注
記
〕
従
ν後
而
出
を
証
す
る
た
め
に
、
従
地
涌
出
口
聞
の
菩
薩
を
挙
げ
、

川
巻
三
十
八
。

内
・
大
巻
属
と
し
て
、

〔
質
疑
〕
鈍
根
は
二
十
二
根
中
の
何
か
。
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〔
答
〕
利
と
相
違
す
る
か
ら
。

〔
注
記
〕
利
で
あ
る
た
め
に
は
老
病
等
に
悩
ま

ω巻
三
十
八
。

さ
れ
な
い
こ
と
が
肝
要
で
、
そ
れ
を
示
す
た
め
に
法
師
功
徳
ロ
聞
の
六
根
清
浄
の
あ
り
方
を
挙
げ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

〔
注
記
〕
こ
の

〔
質
疑
〕
い
か
な
る
を
劫
と
名
づ
く
や
。

〔
答
〕
時
の
小
な
る
は
六
十
念
中
の
一
念
、
最
大
な
る
が
劫
。

劫
の
説
明
に
華
光
如
来
の
仏
寿
の
劫
を
挙
げ
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
は
有
人
の
説
と
し
て
い
る
。

ω巻
五
十
。

〔
質
疑
〕
仏
は
須
菩
提
の
、

是
の
乗
は
何
処
よ
り
出
で
何
処
に
住
す
る
か
の
質
問
を
知
る
、

何
を
以
っ
て
答
え
る
の
か
。

〔
答
〕
仏
は
無
擬
解
脱
あ
り
、
菩
薩
は
不
可
思
議
三
昧
あ
り
、
多
時
を
小
時
に
小
時
を
多
時
と
な
す
。

〔
注
訳
〕
仏
菩
薩
の
力
は
多
時
を

ω巻
七
十
九
。

少
時
と
感
ぜ
さ
せ
る
こ
と
を
示
す
の
に
従
日
至
食
の
法
華
経
の
説
示
を
使
用
し
た
と
思
わ
れ
る
。

〔
質
疑
〕
方
便
口
聞
に
は
南
無
仏
と
称
え
る
だ
け
で
も
作
仏
す
等
と
あ
る
、
難
知
・
難
得
の
般
若
波
羅
蜜
を
行
ず
る
必
要
が

あ
る
の
か
。

〔
答
〕
般
若
に
は
利
益
力
功
徳
あ
る
が
故
に
、
当
に
般
若
波
羅
蜜
を
行
ず
ベ
し
。

〔
注
記
〕
こ
こ
で
は
質
問
の
中
で
法
華
経



が
使
用
さ
れ
た
も
の
で
、
法
華
経
の
得
脱
の
即
時
性
に
対
し
、
般
若
の
功
徳
も
甚
大
な
る
を
説
い
た
も
の
で
、
般
若
の
行
と
法
華
の
信
と

の
同
意
性
を
示
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。

ω巻
八
十
四
。

〔
質
疑
〕
諸
法
を
色
受
想
行
識
等
と
説
く
は
諸
法
の
相
を
壊
す
る
こ
と
で
は
な
い
の
か
。

〔
答
〕
衆
生
は
仏
に
及
ぶ
者
で

な
い
の
で
、
牽
引
し
て
解
せ
し
め
る
た
め
に
善
惑
を
説
く
の
み
。

〔
注
記
〕
仏
は
真
実
の
あ
り
の
ま
ま
を
得
せ
し
め
る
た
め
に
方
便
を
説

く
も
の
で
、
響
喰
品
の
三
車
火
宅
の
喰
は
そ
れ
を
証
す
る
た
め
に
引
用
せ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ω巻
八
十
八
。

〔
質
疑
〕
衆
生
が
菩
麓
を
割
裁
し
肉
を
食
わ
ば
、
罪
で
得
度
し
な
い
の
で
は
。

〔
答
〕
肉
を
食
う
か
ら
得
度
す
る
の
で
は

な
く
、
肉
を
食
わ
せ
る
菩
薩
に
本
願
あ
る
が
故
に
、
食
し
た
も
の
に
慈
心
が
生
じ
得
度
す
る
。

〔
注
記
〕
菩
薩
の
捨
身
供
養
は
本
願
に
よ

る
も
の
と
し
て
、
薬
王
菩
蕗
品
の
本
生
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ω巻
九
十
三
。

〔
質
疑
〕

人
は
好
心
あ
り
仏
の
名
を
聞
け
ば
作
仏
す
る
と
法
華
経
に
は
説
か
れ
る
が
何
故
に
浄
国
の
仏
の
み
を
説
く
の
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か。

〔
答
〕
仏
は
無
量
無
辺
の
光
明
あ
り
、
音
戸
は
十
方
に
満
つ
、
故
に
す
べ
て
は
同
一
で
あ
る
。

〔
注
記
〕
仏
に
は
差
異
の
な
い
こ
と

を
示
す
た
め
に
、
方
便
ロ
聞
の
法
を
聞
き
福
徳
を
修
め
た
も
の
は
す
べ
て
成
仏
道
す
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
も
の
。

ω巻
九
十
三
。

〔
質
疑
〕
阿
稗
蹴
致
は
畢
定
な
り
や
否
や
。

〔
答
〕
阿
韓
政
致
は
一
門
の
中
の
説
、
仏
心
の
中
で
は
一
切
の
衆
生
・
法
は

み
な
畢
定
な
り
。

〔
注
記
〕
方
便
品
が
漸
々
積
功
徳
を
説
き
、
阿
締
駿
致
品
が
退
不
退
を
説
く
故
に
、
こ
の
質
問
と
な
っ
た
も
の
だ
が
、

法
華
経
は
畢
定
を
説
く
の
が
本
来
で
、
す
べ
て
は
作
仏
す
る
と
、
法
華
経
が
再
説
せ
ら
れ
た
も
の
。

的
巻
九
十
三
。

〔
質
疑
〕
菩
薩
の
退
不
退
の
何
れ
が
実
で
あ
る
の
か
。

〔
答
〕
二
事
み
な
実
な
り
。
仏
の
所
説
は
す
べ
て
実
な
り
。

注

記
〕
仏
は
所
聞
の
人
の
根
に
従
っ
て
説
法
す
、
そ
れ
故
、
仏
を
得
る
こ
と
能
わ
ず
早
く
浬
鍵
を
と
楽
う
者
の
た
め
に
、
序
品
の
説
を
挙
げ

て
令
－
－
尽
無
p
有
ν余
と
し
畢
定
を
説
い
た
と
思
わ
れ
る
。

『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
抱
揖
〈
望
月
〉



『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
法
華
経
の
把
握
ハ
望
月
〉

倒
巻
九
十
三
。

〔
質
疑
〕
阿
羅
漢
が
先
世
に
う
け
し
身
は
必
ず
減
す
、
何
処
に
住
し
て
仏
道
を
具
足
す
る
の
か
。

〔
答
〕
阿
羅
漢
は
三
界

の
因
縁
っ
き
て
再
び
三
界
に
生
ぜ
ざ
る
も
浄
仏
土
に
あ
り
、
こ
の
仏
所
で
仏
道
を
具
足
す
。

〔
注
記
〕
阿
羅
漢
が
仏
道
を
成
ず
る
の
は
浄

仏
土
で
法
華
経
を
聞
く
か
ら
だ
と
し
て
、
化
城
喰
品
の
説
示
を
挙
げ
て
説
示
し
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
。

ω巻
五
十
七
。

〔
質
疑
〕
無
疑
と
決
了
と
に
何
の
異
あ
る
や
。

〔
答
〕
三
宝
を
信
ず
る
が
無
疑
、
智
懇
究
寛
が
決
了
。

〔
注
記
〕
諸
余
の

普
法
を
も
っ
て
般
若
波
羅
蜜
に
入
る
も
の
あ
る
と
し
、
法
華
経
の
名
を
密
迩
経
等
と
列
挙
し
た
も
の
。

ω巻
百
。

〔
質
疑
〕
阿
難
に
般
若
波
羅
蜜
を
嘱
累
し
、

弥
勤
等
に
嘱
累
し
な
か
っ
た
の
は
。

答

阿
難
は
仏
に
常
随
給
仕
し
た
か
ら

で
、
弥
勤
等
は
仏
滅
後
に
随
所
で
説
く
か
ら
で
あ
る
。

〔
注
記
〕
し
か
ら
ば
法
華
経
等
は
何
故
に
菩
薩
に
嘱
累
し
た
の
か
に
つ
い
て
の
問

を
挙
げ
、
甚
深
難
信
の
法
で
あ
り
、
戸
間
人
は
い
な
か
っ
た
し
、
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
般
若
波
羅
蜜
は
秘
密
の
法
で
は
な

い
が
、
法
華
経
等
は
阿
羅
漢
に
決
を
授
け
作
仏
す
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
か
ら
だ
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

一
仏
乗
で
あ
る
た
め
、
す
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べ
て
が
作
仏
す
る
と
な
す
法
華
経
の
説
示
の
上
に
立
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
川
巻
三
十
で
示
さ
れ
る
六
道
を
説
い
た
と
す
る
部
分
、

ω巻
三
十
八
で
劫
に
関
す
る
所
で
、
法
華
経
に
そ
の
言
葉
が
示
さ

れ
る
と
し
た
点
を
除
い
て
は
、
法
華
経
説
示
の
内
容
に
関
し
て
ふ
れ
、

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
う
る
。
こ
の
こ
と
は
『
大
智
度
論
』
の
作
者
が
竜
樹
に
比
定
さ
れ
る
や
否
ゃ
に
か
か
わ
ら
ず
、
作
者
が
法
華
経

『
大
智
度
論
』
の
説
示
の
展
開
に
際
し
て
法
華
経
の
説
示
が
使
用

を
充
分
に
知
り
得
て
お
り
、
論
の
展
開
の
上
に
お
い
て
、
そ
れ
を
利
用
し
た
こ
と
を
認
め
う
る
で
あ
ろ
う
。

〔
註
記
〕
ハ
1）

塚
本
啓
祥
「
大
智
度
論
と
法
華
経
」
（
『
法
華
経
の
文
化
と
基
盤
』
〉
六
三
五
、
に
は
、
直
接
引
用
は
四
回
（
内
ニ
聞
は
部
分
的
〉
、
要
旨
の
引

用
は
九
回
、
内
容
の
指
摘
は
九
回
に
わ
た
っ
て
い
る
、
と
あ
る
。


